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浸
水
対
策
を
図
る
た
め
、
下
水
道
管
渠
整
備

事
業
を
進
め
ま
す
。

【
防
災
体
制
】道
内
で
も
先
駆
的
な
訓
練
と
し

て
屈
指
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
、
関
係

機
関
と
連
携
し
た
遠
軽
町
災
害
対
策
本
部
図

上
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
対
処
能
力
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
防
災
対
策
に
関
す
る
機

能
強
化
及
び
自
助
、
共
助
な
ど
町
民
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
災
害
対
応
に
必
要
な
物
品
等

を
計
画
的
に
購
入
し
な
が
ら
町
民
の
安
全
確

保
に
努
め
ま
す
。

【
ご
み
処
理
】ご
み
の
減
量
化
、
再
利
用
・
再

資
源
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
遠
軽
地
区
広

域
組
合
が
主
体
と
な
り
、
新
た
な
え
ん
が
る

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営
及
び
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

「
活
気
と
創
造
性
に
あ
ふ
れ
、
未

「
活
気
と
創
造
性
に
あ
ふ
れ
、
未

来
に
つ
な
が
る
産
業
づ
く
り
」

来
に
つ
な
が
る
産
業
づ
く
り
」

【
農
業
】
農
業
担
い
手
対
策
協
議
会
の
も
と
、

町
の
奨
励
金
は
も
と
よ
り
、
国
・
道
の
制
度

を
活
用
し
な
が
ら
、
新
規
就
農
を
推
進
し
て

い
く
ほ
か
、
後
継
者
の
確
保
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
農
業
融
資
利
子
補

給
事
業
や
農
業
資
金
貸
付
事
業
に
よ
り
、
経

営
の
継
続
、
安
定
化
に
資
す
る
た
め
の
助
成

を
行
い
、
農
業
者
の
経
営
改
善
に
努
め
ま
す
。

【
畜
産
】
家
畜
防
疫
対
策
事
業
、
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
利
用
推
進
事
業
を
推
進
し
て
い
く
ほ
か
、

計
画
的
な
飼
料
確
保
の
た
め
畜
産
担
い
手
育

成
総
合
整
備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
農
業
農
村
整
備
対
策
】こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
営
農
飲
雑
用
水
整
備
事
業
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
農
地
中
間
管
理
事
業
や
多
面
的
機

能
交
付
金
を
活
用
し
、
農
村
地
区
に
お
け
る

永
続
的
な
農
業
経
営
に
繋
げ
ま
す
。

【
鳥
獣
被
害
対
策
】
遠
軽
町
鳥
獣
被
害
防
止
計

自
動
車
道
及
び
命
の
道
路
と
も
言
え
る
遠
軽

北
見
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、

関
係
機
関
に
要
請
を
行
い
ま
す
。
道
道
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
遠
軽
停
車
場
線
の
無
電
柱

化
に
係
る
工
事
及
び
遠
軽
雄
武
線
道
路
拡
幅

工
事
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
公
共
交
通
】人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
町
民
の
暮
ら
し
に
必
要
な
移
動
手
段

を
確
保
す
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
よ
う
な
生
活

圏
を
持
つ
湧
別
町
及
び
佐
呂
間
町
と
連
携
し
、

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
交
え
調
査

・
検
討
を
継
続
し
ま
す
。
民
間
バ
ス
は
、
事

業
者
に
対
す
る
運
行
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、

生
田
原
地
域
に
お
い
て
は
、
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
を
引
き
続
き
運
行
し
、
利
便
性

の
向
上
に
努
め
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
公
共

交
通
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ

Ｒ
瀬
戸
瀬
駅
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
通
学
利

用
の
見
込
み
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
町
で

維
持
管
理
を
し
て
い
く
と
と
も
に
、
石
北
本

線
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

「
安
全
・
安
心
で
住
み
ご
こ
ち
の

「
安
全
・
安
心
で
住
み
ご
こ
ち
の

良
い
暮
ら
し
の
場
づ
く
り
」

良
い
暮
ら
し
の
場
づ
く
り
」

【
住
環
境
】「
住
生
活
基
本
計
画
」
及
び
「
町
営

住
宅
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
川
岸
団

地
公
営
住
宅
長
寿
命
化
改
修
工
事
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
若
葉
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
長
寿
命
化
改

修
工
事
、
中
央
団
地
公
営
住
宅
長
寿
命
化
改

修
工
事
、
北
区
団
地
公
営
住
宅
解
体
工
事
な

ど
、
地
域
に
合
っ
た
適
切
な
管
理
を
行
い
ま

す
。

【
上
下
水
道
】送
水
管
・
配
水
管
の
更
新
を
行

い
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水
の
供
給
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
生
活
環
境
の
改
善
や
雨
水
、

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

    
施
政
執
行
方
針

施
政
執
行
方
針

遠軽町長遠軽町長

佐々木修一佐々木修一

「「
人人
と
自
然
に
思
い
や
り
の
あ
る

と
自
然
に
思
い
や
り
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」

ま
ち
づ
く
り
」

【
森
林
】水
源
の
か
ん
養
、
国
土
の
保
全
、
地

球
温
暖
化
防
止
、
更
に
木
材
の
生
産
な
ど
の

多
面
的
機
能
を
有
し
て
お
り
、
大
切
な
自
然

環
境
を
守
り
つ
つ
、
木
材
利
用
を
進
め
、
持

続
可
能
な
森
林
整
備
を
行
い
ま
す
。

【
河
川
】景
観
や
生
態
系
の
保
全
、
都
市
に
お

け
る
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
る
空
間
と
し
つ

つ
、
災
害
に
強
い
河
川
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

【
道
路
】生
活
道
路
の
安
全
性
や
居
住
環
境
の

整
備
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
度
を
考

慮
し
、
道
路
改
良
舗
装
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
交
流
人
口
の
増
加
な
ど
地
域
経
済
の

活
性
化
に
大
き
く
期
待
さ
れ
る
旭
川
・
紋
別

　遠軽町のまちづくりは、これまでの常識にとらわれ

ない新しい発想で、世の中の変化や町民の皆様のニー

ズに的確に対応していくと同時に、合併前の厳しい財

政状況に戻らないためにも、より一層の事務の効率化

や施設の統廃合などの行財政改革に確実に取り組んで

いかなければなりません。

　このことから、令和６年度におきましても常に危機

感を持ち、財政秩序を保ちながらまちづくりを展開し

ていくとともに、「元気で愛情あふれるまちづくり」の

実現に向け、町民の皆様とともに考え、ともに行動し、

柔軟な発想と創意工夫、責任と決断をもって町政に取

り組んでまいります。

　このため、令和６年度予算は、災害時の対策本部と

もなる役場と遠軽地区広域組合を一体とした新庁舎の

整備や、令和６年度が最終年度となる遠軽地区都市再

生整備計画事業、また遠軽小学校及び東小学校の長寿

命化改修事業などを進めるとともに、第２次遠軽町総

合計画が令和６年度をもって期間終了となることから、

将来のまちづくりを総合的かつ計画的に進めるため、

次期総合計画を策定するために必要な予算を計上した

ところです。
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画
に
基
づ
き
、
猟
友
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

エ
ゾ
シ
カ
、
ヒ
グ
マ
な
ど
の
駆
除
・
捕
獲
を

行
う
と
と
も
に
、
電
気
柵
の
活
用
な
ど
、
生

産
者
の
積
極
的
な
自
己
防
衛
を
喚
起
し
な
が

ら
、
農
林
産
物
の
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。

【
林
業
】森
林
整
備
の
推
進
を
は
じ
め
、
人
材

育
成
・
担
い
手
確
保
対
策
、
木
材
利
用
の
促

進
、
普
及
啓
発
活
動
な
ど
、
森
林
環
境
譲
与

税
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
民
有
林
振
興
対
策
事
業
な
ど
に

対
し
助
成
を
行
い
、
関
係
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
民
有
林
及
び
町
有
林
の
適
正
な
管
理

と
整
備
を
行
い
ま
す
。

【
商
工
業
】物
価
高
騰
に
よ
り
、
厳
し
い
経
済

状
況
が
続
く
中
、
地
域
経
済
の
持
続
及
び
活

性
化
を
図
る
た
め
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る

融
資
制
度
の
ほ
か
、
店
舗
や
工
場
の
整
備
に

対
す
る
支
援
制
度
等
に
よ
り
、
遠
軽
町
全
域

の
商
工
業
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

【
観
光
】
各
地
域
で
開
催
さ
れ
る
観
光
イ
ベ

ン
ト
へ
の
支
援
や
、
道
の
駅
「
遠
軽
森
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
」
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
施
設
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
「
国
宝
」
北
海
道
白

滝
遺
跡
群
出
土
品
な
ど
の
地
域
の
魅
力
と
資

源
を
生
か
し
た
、
特
産
品
開
発
支
援
や
、
観

光
地
づ
く
り
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し

ま
す
。

「
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
健
や
か

「
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
健
や
か

に
暮
ら
せ
る
生
活
づ
く
り
」

に
暮
ら
せ
る
生
活
づ
く
り
」

【
保
健
対
策
】健
康
診
断
や
各
種
検
診
へ
の
参

加
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
、
病
気
の
予
防
と

早
期
治
療
を
促
す
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
健
康
増
進
、
保
健
予
防
の

普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
地
域
医
療
】住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
産
婦
人
科
医
師

を
は
じ
め
医
療
機
関
や
診
療
体
制
の
確
保
に

努
め
、
こ
の
春
か
ら
は
、
遠
軽
厚
生
病
院
に

二
人
目
の
産
婦
人
科
医
師
が
着
任
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
診
療
体
制
充
実
の
た
め
、

引
き
続
き
、
医
師
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
子
育
て
環
境
】「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
に
基
づ
き
、
遠
軽
町
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
に
お
け
る
様
々
な
議
論
を
踏
ま
え
、

次
世
代
育
成
へ
の
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
大
型
遊
具
を
配
置
し
た
子
ど
も
屋
内

遊
戯
施
設
「
キ
ッ
ズ
メ
ト
ロ
」の
適
切
な
運
営

に
努
め
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
】
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
場
所

で
生
き
が
い
を
持
ち
な
が
ら
健
康
に
暮
ら
せ

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
障
が
い
者
（
児
）
福
祉
】障
が
い
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
希
望
す
る
地
域
で
の
生
活
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
関
係
団
体
と
連
携
し
、
体
制
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

「
文
化
を
守
り
、
未
来
に
つ
な
げ

「
文
化
を
守
り
、
未
来
に
つ
な
げ

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

【
子
ど
も
教
育
】
将
来
を
担
う
人
材
と
そ
の
人

材
を
育
て
る
教
育
環
境
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
地
域
性
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
教

育
を
推
進
し
、
子
ど
も
の
「
生
き
る
力
」
と

「
郷
土
を
愛
す
る
心
」
を
育
み
、
安
全
・
安
心

に
学
習
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

少
子
化
が
進
む
中
、
地
域
の
教
育
力
の
低
下

を
招
か
な
い
た
め
に
は
、
遠
軽
高
等
学
校
の

５
学
級
を
維
持
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
校
に
対
し
、

学
習
面
・
部
活
動
面
で
の
支
援
や
通
学
者
等

に
対
す
る
助
成
、
下
宿
整
備
に
係
る
補
助
な

ど
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
通
学
区
域
外

か
ら
の
生
徒
数
が
１
０
０
人
を
超
え
る
な
ど
、

同
校
の
魅
力
化
に
対
す
る
成
果
が
着
実
に
表

れ
て
き
て
お
り
、
引
き
続
き
同
校
に
対
す
る

支
援
を
行
い
ま
す
。

【
家
庭
教
育
】「
家
庭
・
学
校
・
地
域
」の
連
携

強
化
や
情
報
発
信
な
ど
の
家
庭
教
育
の
支
援

の
ほ
か
、
保
護
者
を
対
象
と
し
た
学
習
機
会

の
提
供
を
通
じ
た
交
流
事
業
の
拡
充
に
努
め

ま
す
。

【
社
会
教
育
】生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
創
造

し
、
豊
か
な
人
づ
く
り
・
つ
な
が
り
づ
く
り

・
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
生
涯
学
習
を
推

進
す
る
た
め
、
各
世
代
が
学
べ
る
学
習
機
会

の
充
実
と
情
報
発
信
、
指
導
者
や
各
団
体
の

支
援
に
努
め
ま
す
。

【
芸
術
・
文
化
活
動
】遠
軽
町
芸
術
文
化
交
流

プ
ラ
ザ
を
拠
点
と
し
て
、
芸
術
・
文
化
活
動

を
継
承
・
拡
大
し
て
い
く
た
め
の
事
業
展
開

を
進
め
る
と
と
も
に
、
各
団
体
が
連
携
し
て

活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
支
援
に
努
め

ま
す
。
埋
蔵
文
化
財
関
係
に
つ
い
て
は
、
昨

年
６
月
27
日
に
「
北
海
道
白
滝
遺
跡
群
出
土

品
」
１
９
６
５
点
が
日
本
最
古
の
国
宝
と
し

て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
も
「
日
本
最

古
の
国
宝
の
ま
ち　

遠
軽
町
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
関
係
諸
団
体
と
連
携
し
、
更
な
る
文

化
の
振
興
と
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
起

爆
材
と
な
る
よ
う
町
全
体
で
取
り
組
み
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
】
い
つ
で

も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
取
り
組
め
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
と

連
携
し
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
大
会
の
開

催
な
ど
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
え
ん

が
る
球
場
や
え
ん
が
る
球
技
場
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
を
は
じ
め
、
え
ん
が
る
ロ
ッ
ク

バ
レ
ー
ス
キ
ー
場
の
夏
季
・
冬
季
両
面
の
利

用
促
進
と
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
の
受
け
入
れ
を
推
進
し
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
努
め
ま
す
。

「
町
民
と
町
が
気
軽
に
対
話
で
き

「
町
民
と
町
が
気
軽
に
対
話
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」

る
ま
ち
づ
く
り
」

【
財
政
運
営
】効
率
の
良
い
行
財
政
運
営
と
財

政
基
盤
の
確
立
が
不
可
欠
で
あ
り
、
安
定
し

た
財
源
の
確
保
、
と
り
わ
け
地
方
交
付
税
の

確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も

安
定
し
た
地
方
財
源
の
確
保
を
強
く
訴
え
て

い
き
ま
す
。
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
か
ら
５
年
間
の
第
４
次
遠
軽
町
行
政

改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
常
に
変
革
す
る
社
会

経
済
情
勢
や
地
域
の
課
題
、
町
民
ニ
ー
ズ
等

に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
の
で
き
る
持
続
可

能
な
自
治
体
運
営
の
確
立
を
目
指
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
事
務
事
業
の
効
率
化
な

ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
よ
る
公
共
施
設
の
統
廃
合
等
を

重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
庁
舎
移

転
に
あ
わ
せ
た
Ｄ
Ｘ
化
推
進
の
取
組
み
と
し

て
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
公
文
書

の
電
子
化
及
び
電
子
決
裁
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
を
図
る
と
と
も
に
、
公
文
書
の
作
成

か
ら
廃
棄
に
至
る
ま
で
の
流
れ
を
適
正
に
管

理
し
、
業
務
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
ま
す
。

【
自
衛
隊
】
国
の
防
衛
、
災
害
派
遣
な
ど
重
要

な
任
務
を
持
つ
陸
上
自
衛
隊
遠
軽
駐
屯
地
に

つ
い
て
は
、
国
家
の
防
衛
の
み
な
ら
ず
、
医

療
、
福
祉
、
教
育
な
ど
に
お
い
て
も
本
町
の

ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
関
係
団
体
と

連
携
を
図
り
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
存

置
及
び
部
隊
増
強
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
】地
域
の
活
性
化
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
自
治

会
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
て
積
極

的
な
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
ま
す
。

3 令和６年４月号
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し
て
、
芸
術
・
文
化
活
動
の
振
興
を
行
い
、

文
化
の
伝
承
と
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成

な
ど
、
団
体
が
連
携
し
活
動
の
活
発
化
を

図
る
た
め
の
支
援

■�

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
た
取
り

組
み

■�

日
本
最
古
の
国
宝
「
北
海
道
白
滝
遺
跡
群

出
土
品
」
の
更
な
る
活
用
と
、
貴
重
な
資

料
保
管
・
展
示
を
行
う
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
、
ジ
オ
パ
ー
ク
交
流
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
、
町
内
文
化
財
保
護
と
普
及

■�

各
図
書
館
・
図
書
室
の
蔵
書
資
料
の
充
実

と
読
書
の
普
及
促
進
、
生
涯
学
習
活
動
の

支
援
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
向
上
と
町

民
に
親
し
ま
れ
る
運
営

■�

学
校
図
書
室
の
充
実
に
向
け
た
支
援

【
社
会
体
育
の
主
要
事
業
】

■�

町
民
の
健
康
増
進
や
体
力
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
大
会

の
開
催

■�

社
会
体
育
施
設
の
有
効
活
用
と
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
関
係
団
体
と
の
連

携
・
協
力
の
も
と
、
各
種
大
会
や
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
な
ど
の
誘
致
活
動

■�

遠
軽
地
域
社
会
体
育
施
設
の
指
定
管
理
者

と
連
携
し
た
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

衛
生
管
理
と
調
理
関
係
職
員
の
健
康
管
理

の
徹
底

■�

南
小
学
校
給
食
室
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク

シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
の
更
新
、
学
校
給
食
献

立
シ
ス
テ
ム
の
更
新

■�

児
童
・
生
徒
の
給
食
費
値
上
げ
分
を
据
え

置
く
経
費
の
計
上

社
会
教
育
及
び
社
会
体
育
に
つ
い
て

社
会
教
育
及
び
社
会
体
育
に
つ
い
て

　

社
会
教
育
と
社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
第

４
次
遠
軽
町
社
会
教
育
中
期
計
画
に
基
づ
き
、

人
々
が
学
習
活
動
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

を
通
じ
て
生
き
が
い
を
創
造
し
、
豊
か
な

「
人
づ
く
り
」、「
つ
な
が
り
づ
く
り
」
、「
地
域

づ
く
り
」
を
社
会
教
育
目
標
達
成
の
基
本
と

位
置
づ
け
、
引
き
続
き
町
民
の
多
様
な
学
習

活
動
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
生
涯
各
期
に

お
け
る
様
々
な
課
題
に
応
じ
た
学
習
機
会
の

提
供
な
ど
、
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け

て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
社
会
教
育
の
主
要
事
業
】

■�

家
庭
・
学
校
・
地
域
と
の
連
携
の
も
と
、

地
域
の
各
種
事
業
を
推
進
し
、
芸
術
・
文

化
に
触
れ
る
機
会
や
発
表
・
交
流
の
場
な

ど
の
提
供

■�
家
庭
の
教
育
力
向
上
の
た
め
、
保
護
者
に

対
し
学
習
機
会
や
学
習
情
報
の
提
供

■�

高
齢
者
大
学
や
生
涯
学
習
講
座
な
ど
各
種

学
習
機
会
や
情
報
の
提
供
、
有
志
指
導
者

の
育
成
、
社
会
教
育
関
係
団
体
に
対
す
る

支
援

■�

遠
軽
町
芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
を
拠
点
と

教
育
に
携
わ
る
全
て
の
関
係
者
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
務
を
自
覚
し
展

開
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
連
携

を
基
に
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
子
ど
も
の
育
成
と
、
そ
の
基
盤
と
な

る
教
育
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
主
要
事
業
】

■�

英
語
指
導
助
手
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

の
配
置

■�

小
学
校
教
科
書
改
訂
に
伴
う
社
会
科
副
読

本
の
作
成
、
教
師
用
教
科
書
・
指
導
書
の

購
入
及
び
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

導
入

■�

就
学
援
助
費
の
令
和
７
年
度
入
学
児
童
生

徒
を
対
象
と
す
る
新
入
学
用
品
費
の
入
学

前
支
給

■�

南
中
学
校
瀬
戸
瀬
線
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
車

両
の
更
新

■�

小
中
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

業
務
委
託
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

基
づ
く
１
人
１
台
端
末
の
全
中
学
校
分
の

端
末
更
新

■�

東
小
学
校
長
寿
命
化
改
修
工
事
、
遠
軽
小

学
校
大
規
模
改
修
工
事
実
施
設
計
業
務
委

託
■�

西
町
教
職
員
住
宅
屋
根
塗
装
工
事

■�

遠
軽
高
等
学
校
に
通
う
生
徒
の
進
学
・
就

職
支
援
、
学
級
数
維
持
・
生
徒
確
保
の
支

援
に
対
す
る
補
助

■�

学
校
給
食
施
設
の
改
善
や
備
品
の
更
新
、

　

遠
軽
町
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
使
命
と
責

任
の
重
さ
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
教
育
基

本
法
の
精
神
を
踏
ま
え
つ
つ
、
時
代
の
変
化

に
迅
速
に
対
応
し
な
が
ら
、
遠
軽
町
教
育
目

標
の
実
現
に
向
け
、
学
校
教
育
並
び
に
社
会

教
育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生
徒
が

自
分
の
よ
さ
や
可
能
性
を
認
識
す
る
と
と
も

に
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
様
々
な

社
会
変
化
を
乗
り
越
え
、
持
続
可
能
な
社
会

の
作
り
手
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ

の
資
質
・
能
力
の
育
成
が
重
要
な
役
割
で
あ

り
、
本
町
に
お
い
て
は
、
小
学
校
と
中
学
校

が
連
携
し
、
更
に
幼
保
、
高
校
へ
と
広
げ
る

と
と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
で
の

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度　

教
育
行
政
執
行
方
針

　

教
育
行
政
執
行
方
針

遠軽町教育委員会遠軽町教育委員会

　　教育長教育長    佐藤祐治佐藤祐治

　

令
和
６
年
度
施
政
執
行
方
針
及
び
教

育
行
政
執
行
方
針
を
要
約
し
て
ご
紹
介

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
執
行
方
針
の
全
文
は
、
遠

軽
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
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令和６年度　令和６年度　遠軽町予算遠軽町予算
【各会計予算額】

会計名 予算額 会計名 予算額

一般会計 １７１億９，０００万円
水道事業

収入 ９億４，０９８万円

特別会計 ４６億３，９９３万円 支出 １１億９，５９８万円

国民健康保険 ２１億４，４９０万円 下水道事業

後期高齢者医療 ４億　　３４８万円 収入 １３億５，７１２万円

介護保険 ２０億９，１５５万円 支出 １６億４，２９２万円

予算総額 ２４６億６，８８３万円

【一般会計予算の概要】

区分及び予算額 主な事業

議会費
・議会活動事業

８，２２４万円

総務費 ・文書管理システム導入事業
・遠軽高等学校下宿整備事業
・まちなかイルミネーション整備事業
・生活安全灯（ＬＥＤ化）改修事業（遠軽）
・ジオパーク推進事業

・新庁舎整備事業
・第３次総合計画策定事業
・ふるさと納税促進事業
・犯罪被害者等扶助事業４３億６，４４９万円

民生費 ・外国人介護職員人材確保助成事業
・高齢者緊急通報システム事業
・子ども・子育て支援事業

・障害者総合支援事業
・高齢者交通費助成事業
・子ども屋内遊戯施設管理運営事業３０億１，７１３万円

衛生費 ・遠軽厚生病院医療機器整備事業
・産後ケア事業
・えんがる健康マイレージ事業

・不妊治療費等助成事業	
・インフルエンザワクチン予防接種扶助事業

１７億４，５２９万円

労働費
・季節労働者冬期対策事業

２，３５７万円

農林水産業費 ・就農支援対策事業
・畑地帯総合整備事業
・民有林振興対策事業

・畜産担い手育成総合整備事業
・営農飲雑用水整備事業
・森林経営管理事業５億３，３５０万円

商工費
・地域イベント事業 ・特産品等開発支援事業

５億４，８０９万円

土木費 ・橋梁長寿命化事業
・南ヶ丘3条通道路改良舗装事業（遠軽）
・佐竹川河川改修事業（遠軽）
・フレッシュ若葉特定公共賃貸住宅長寿命化改修事業（丸瀬布）

・宮前1号通道路改良舗装事業（遠軽）
・安国源線道路改良舗装事業（生田原）
・川岸団地公営住宅長寿命化改修事業（遠軽）
・中央団地公営住宅長寿命化改修事業（白滝）

１６億６，１３０万円

消防費
・防災対策事業 ・遠軽地区広域組合消防負担金

６億１，１６０万円

教育費 ・遠軽高等学校教育振興助成事業
・東小学校長寿命化改修事業
・学校給食費保護者負担軽減事業

・遠軽小学校大規模改修事業（実施設計）
・中学校合同部活動送迎費助成事業

１７億１，０８２万円

災害復旧費
・災害対策事業

１，０００万円

公債費
・公債費償還

２８億７，１９７万円

予備費
・予備費

１，０００万円

歳出計

１７１億９，０００万円

　令和６年度予算の概要をお
知らせします。
　なお、詳しい内容を掲載し
た冊子「まちの収入と使いみ
ち」は、６月にお届けします。



　

旧
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
、
リ
サ

イ
ク
ル
率
の
向
上
、
最
終
処
分
量
の
削
減
の
必

要
性
か
ら
、
新
た
な
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
施
設『
え
ん
が
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
』

が
建
設
さ
れ
、
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
「
破
砕
処
理
施
設
」
と
「
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
」
の
双
方
の
機
能
を

備
え
、
主
に
２
つ
の
処
理
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
廃
棄
物
の
中
か
ら
有
価
物
を
回

収
す
る
設
備
で
す
。
燃
や
さ
な
い
ご
み
や
粗
大

ご
み
を
細
か
く
破
砕
し
、
機
械
に
よ
っ
て
「
鉄

類
」「
ア
ル
ミ
類
」「
不
燃
性
残
渣（
燃
え
な
い
も

の
）」「
可
燃
性
残
渣（
燃
え
る
も
の
）」
の
4
種
類

に
選
別
さ
れ
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
資
源
物
を
圧
縮
・
溶
融
な
ど
の

減
容
化
を
行
う
設
備
で
す
。
手
選
別
さ
れ
た
後
、

機
械
に
投
入
さ
れ
、
空
き
缶（
ア
ル
ミ
缶
・
ス

チ
ー
ル
缶
）、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
が
、
そ
れ

ぞ
れ
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
成
型
・
梱
包
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
容
積
を
減
ら
し
て
形
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
、
多
量
の
資
源
物
を
効
率
的
に
保

管
で
き
ま
す
。
空
き
び
ん
に
つ
い
て
は
色
別

（
無
色
・
茶
色
・
そ
の
他
）に
手
選
別
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
処
理
さ
れ
た
資
源
物
は
、
再
商
品
化

施
設
へ
搬
出
さ
れ
ま
す
。

え
ん
が
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
願
い

【
燃
や
さ
な
い
ご
み
】「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」と
し

て
搬
入
さ
れ
て
い
る
ご
み
の
中
に
、
空
き
缶
や

空
き
び
ん
な
ど
の
「
資
源
物
」
の
ほ
か
、
生
ご
み

等
の
「
燃
や
す
ご
み
」、
充
電
式
電
池
な
ど
の

「
特
殊
ご
み
」が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
ご
み
は
、
施
設
の
ご
み
処
理
能
力
を
低
下

さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
発
火
・
爆
発
な
ど
に

よ
り
施
設
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
る
リ
ス
ク
を

は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
間
処
理
後
の
不
燃
性
残
渣
（
燃
え

な
い
も
の
）は
埋
立
処
分
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
み
の
量
が
増
え
る
と
埋
立
地
が
早
期
に
い
っ

ぱ
い
と
な
り
、
埋
め
立
て
の
計
画
期
間
（
15
年

間
）
よ
り
も
早
く
、
次
の
埋
立
地
建
設
を
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人

一
人
の
分
別
が
、
ご
み
の
量
を
減
ら
し
、
埋
立

地
の
延
命
や
資
源
の
有
効
活
用
に
直
結
し
て
い

ま
す
。

【
資
源
物
】
適
切
に
分
別
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

キ
レ
イ
に
す
す
が
れ
て
い
な
い
資
源
物
や
、
潰

さ
れ
た
り
切
ら
れ
た
り
し
て
い
る
缶
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
ご
み
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
正
し
い
分

別
は
資
源
の
有
効
活
用

と
、
ご
み
の
削
減
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

え
ん
が
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

え
ん
が
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

４
月
１
日
稼
働
開
始

４
月
１
日
稼
働
開
始

　

問えんがるリサイクルセンター☎46‐3666

　遠軽地区広域組合衛生施設課☎42‐8325

施設概要やごみの捨て方を

動画配信中

遠軽町公式

YouTube

チャンネル
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　これまで、水道料金、下水道使用料、個別排水使用料等のお支払いの際に、スマートフォンアプリ（スマホ決済

用アプリ）を利用することができましたが、４月からは、町税等や町営住宅使用料等のお支払いにも利用すること

ができます。

　また、これにあわせて利用できる決済用アプリも、２種類から６種類に増えますので、お知らせします。

■スマホ決済用アプリでお支払いができる公金

税目、利用料等 利用可能開始日等

新

規

導

入

町道民税（普通徴収）

固定資産税・都市計画税

軽自動車税（種別割）

国民健康保険税

後期高齢者医療保険料

介護保険料

令和６年度課税（賦課）分から

※�４月１日以降に再発行したものは令和５年度課税（賦課）分までのものも

ご利用できます。

町営住宅等使用料

町営住宅浄化槽使用料
４月１日以降に発行した納付書が届いた日から

導

入

済

水道料金

下水道使用料

個別排水使用料

下水道受益者負担金

すでに導入済み

※�４月８日以降に発行した納付書は、利用できる決済用アプリの種類が増

えます。

■利用できるスマホ決済用アプリ

　Pay Pay(ペイペイ)、LINE Pay（ラインペイ）、au PAY（エー

ユーペイ）、楽天銀行アプリ、ファミペイ、Pay B（ペイビー）

※�このほか、一部の金融機関の決済用アプリでは、Pay Bをダ

ウンロードすることにより、上記の公金の支払いができる場

合があります（「ゆうちょ Pay」など）。

■決済用アプリのダウンロード方法等

　ダウンロード方法やアプリの起動方法、支払いの手順などは、

利用されるアプリのホームページ等を参照してください。決済

用アプリは、それぞれ特長や利用条件などに違いがありますの

で、それらをよくご理解のうえでご利用願います。

■注意点

・�コンビニでのお支払いと同じく、納付書に記載された納期限

を過ぎた場合は、決済用アプリでもバーコードの読み取りは

できません。

・�領収書は発行されませんが、アプリ内に残った「お支払い記

録」により決済完了の確認ができます。

　�なお、二重払いを防ぐため、納付書の「領収日付印」欄にご自

分で決済日付を記録するなど、事後確認ができる方法をとら

れることをお勧めします。

・�決済用アプリでは、店舗や窓口に設置された２次元コードの

読み取りにより支払いが完了する場合もありますが、役場本

支所に読み取り用コードは設置していません。

・�令和５年４月から次の税目について「地方税統一ＱＲコード」

を利用した納税ができるようになっていますが、バーコード

読み取りによる納付とは、操作手順や利用できるスマホ決済

用アプリに違いがありますので、注意してください。

　�町道民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税、軽自動車税

（種別割）、国民健康保険税
　

問【町税等に関すること】税務課☎42‐4814

　【町営住宅使用料等に関すること】建設課☎42‐4817　【水道料金等に関すること】水道課☎42‐4815

スマートフォンアプリスマートフォンアプリで

この納期限の翌日

からは、バーコー

ドの読み取りがで

きません。

スマートフォンを

ここにかざしてお

支払金額を読み取

ります。

支払いができる公金の種類が増えます

7 令和６年４月号
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中
小
企
業
等
の
皆
様
を
応
援
し
ま
す
！

中
小
企
業
等
の
皆
様
を
応
援
し
ま
す
！

～
遠
軽
町
中
小
企
業
等
支
援
事
業（
補
助
制
度
）
の
ご
案
内
～

～
遠
軽
町
中
小
企
業
等
支
援
事
業（
補
助
制
度
）
の
ご
案
内
～

　

町
で
は
、
中
小
企
業
等
の
皆
様
が
、
持
続
的
に
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
３
つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る
事
業
を
実
施
す
る
際

に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。
制
度
の
対
象
を
ご
確
認
の
上
、
ぜ
ひ
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
・

問
商
工
観
光
課
☎
42
‐
４
８
１
９

■対象者

　次の条件を全て満たす方が対象です。

・�町内に住所を有する法人、団体または個

人

・�町税等を全て納付している方

■対象事業

・新商品の開発

　地域資源等を生かした特産品等を新たに

開発し、商品化する事業

・既存商品の改良

　地域資源等を生かして町の魅力を発信で

きるように、外装デザイン等の改良をする

事業

■補助率など

・新商品の開発

　対象経費の３分の２（限度額50万円）

・既存商品改良

　対象経費の２分の１（限度額30万円）

・補助回数

　１事業者１年度に１回

　（最長２年度まで補助可能）

■補助対象経費

　次の経費が補助の対象になります。

　謝金、旅費、消耗品費、印刷製本費、修

繕費、通信運搬費、広告宣伝費、手数料、

委託料、使用料及び借上料、原材料費、備

品購入費、その他事業に必要であると認め

る経費

【対象外経費】食糧費、人件費、補助対象者

の経常的な管理運営費、光熱水費や電気料

など明確に区分できない費用

■申込方法　事業を開始する前に、商工観

光課に備え付けの申請書でお申込みくださ

い。

■事業の開始　事業計画が承認された後、

事業を開始していただきます。

　町の地域資源等を活用した特産品等の開発や、外装のデザイン等を改良す

る方に、その費用の一部を補助します。

【地域資源等】
　町内で生産された農林水産物のほか、自然、風土、歴史、文化その他地域の特性を有するもの
をいいます。

【特産品等】
　地域資源等を活用して製造された商品で、まちの魅力の発信につながるものをいいます。

■対象者

　次の条件を全て満たす方が対象です。

・�店舗の近代化が完了する時点において、

町内に住所を有する個人または法人（本

店の住所が町内にある法人）

・�日本標準産業分類による小売業・飲食

サービス業及び生活関連サービス業を営

むまたは営もうとする方

※�風俗営業等の規制及び業務の適正化等に

関する法律第２条に規定する営業を営む

方、遠軽町暴力団排除条例第２条第２号

及び第３号に規定される方は、対象外で

す。

・�店舗の近代化に係る工事・売買の契約を

町内の事業者と結んでいる方

※�売買について、特別な事情がある場合は

町外事業者との契約も該当します。

・�店舗の近代化に係る建物、土地（工事契

約日前１年以内に取得したもの）、単価

10万円以上の償却資産の費用総額が税抜

きで300万円以上の方 

・�同じ店舗を対象に町から他の補助金等を

受けていない方

・�町税等を全て納付している方 

・�令和８年３月末までに店舗の近代化工事

が完了する方 

■補助率など

　店舗近代化経費（税抜き）の100分の30以

内の額（限度額500万円）を、３年間の分割

により交付します。

※�店舗近代化経費を対象に、国、道、及び

その他の機関等から補助金等を受ける場

合は、その額を店舗近代化経費から差し

引いた額が補助金を算出する費用になり

ます。

■申込方法

　工事及び売買契約締結予定日の７日前ま

でに次の書類を提出してください。

・�商工業振興事業計画書 

・�申請者の概要が分かる資料

・�事業費の積算内訳を説明する資料

・�他に受けている補助金等がある場合は、

その内訳が分かる書類

・�その他町長が求める書類

　町内で小売業・飲食サービス業・生活関連サービス業を営む方が店舗

を近代化（新築・増築・改築・移転・新設・増設・改修）する場合に、そ

の費用の一部を補助する制度です。

特産品等開発支援制度

店舗近代化助成制度

特産品の特産品の

開発に！開発に！

お店を新しくお店を新しく

したい！したい！

支援①

支援②

令和６年４月号 8
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　遠軽町キッチンカーは、地域の魅力向上や新たなにぎわ

いを創造するため、遠軽町の産物の販売、遠軽町のＰＲ活

動及び地域活性化のための活動を行う町内の個人または団体などに対し、無償で貸し出します。

　キッチンカーを使った新たな事業展開を考えている方などがいましたら、ぜひ、ご活用ください。

【キッチンカーの貸出しの概要】

■免許要件　準中型免許

■貸出期間　１か月に１回、７日以内（原則、返却の日から30日間は、再び使用できません。）

■貸出から返却までの流れ

①�企画課に連絡し、車両の空き状況を確認する。

②�紋別保健所遠軽支所に自動車営業の許可を受けるまたは営業届を提出する。

※�許可には２週間程度要しますので、余裕をもって届け出してください。

③�使用許可申請書兼誓約書に必要事項を添えて、貸出しを受けようとする日の７日前までに提出する。

※�申請は、貸出しを受けようとする日が属する月の６か月前から先着で受け付けます。

※�町及び町が関係する実行委員会等により主催するイベントの期間は実行委員会等による使用を優先します。

④�使用開始日時に、遠軽町役場で、車両及び設備品の説明を受けて借用。（土日休日、年末年始休業を除く）

⑤�使用後、車両及び厨房の清掃、車両（軽油）及び発電機（ガソリン）の燃料の補給を済ませる。

⑥�企画課で車両及び装備品の点検を受けて返却する。（土日休日、年末年始休業を除く）

申請・問企画課☎42‐4818

遠軽町キッチンカー遠軽町キッチンカー

貸出受付中貸出受付中

■対象企業

　次の１～５の条件を全て満たす企業が対象です。

⒈�次のいずれかに該当する企業

・�物の製造または加工を行う施設

・�農業・工業製品開発のための試験研究施設

・�ソフトウェア施設

・�観光施設

・�宿泊施設

・�林業施設

⒉�同じ施設を対象に、他の町条例に定める補助金を

受けていない企業

⒊�この制度による補助金の交付期間中ではない企業

⒋�町税等を全て納付している企業

⒌�町内に工場等を新設・増設・移転するに伴い、次

の要件①・②のいずれかに該当する企業

【要件①】従業員が５人以上増加し、固定資産の投資

総額が3,000万円以上の場合。

【要件②】従業員の増加が５人未満で、固定資産の投

資総額が500万円以上の場合。

※�令和８年３月末までに事業が完了する企業が該当

します。

■補助率など

【要件①に該当する企業】

・�基準年度（※）から５年間、各年度の当該資産に係

　町内で工場等を新設・増設・移転する企業に対して、その費用の一部を補助する制度です。

る固定資産税等の額に相当する額

・�基準年度において新設・増設・移転に伴い増加す

る従業員数に対し、５年間の分割により1,500万

円の範囲内で、１人につき50万円を加算した額

・その他町長が認めた額

【要件②に該当する企業】

・�基準年度から５年間の分割により1,000万円の範

囲内で、建物及び償却資産の投資総額の100分の

30に相当する額

※�基準年度とは、当該資産に初めて固定資産税を課

することとなった年度です。

■申込方法　基準年度の11月30日までに次の書類を

提出してください。

・�補助指定申請書

・�最近２期の営業報告書、貸借対照表及び損益計算

書

・�工場等建物の平面図、設備配置図、敷地内施設配

置図及び位置図

・�生産工程図

・�工場等の建築確認通知書及び検査済証の写し

・�工場等に係る工事・土地売買契約書及びこれに係

る領収書の写し

・�法人の場合は登記簿謄本及び定款

・�その他町長が必要と認めた書類

企業振興促進制度
工場建設や工場建設や

機械購入機械購入

などに！などに！

支援③
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ペ
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ト
ス
ト
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ブ

　
　
　
　

購
入
費
補
助
金

　

町
民
の
方
や
町
内
事
業
者

等
が
、
ペ
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ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

を
町
内
事
業
者
か
ら
新
た
に

購
入
し
、
自
ら
居
住
す
る
住

宅
や
活
動
す
る
事
業
所
に
設
置
す
る
場
合

に
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
募
集
開
始
日　

４
月
１
日
（
月
）

■
募
集
件
数　

３
件

■
補
助
金
の
額（
上
限
額
30
万
円
）

　

次
の
①
と
②
を
合
算
し
た
金
額
が
補
助

金
の
額
と
な
り
ま
す
。（
千
円
未
満
切
捨

て
）

①�

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
本
体
に
係
る
経
費

の
全
額

②�

付
帯
資
材
及
び
設
置
工
事
に
係
る
経
費

の
２
分
の
１

■
対
象
と
な
る
ス
ト
ー
ブ

新
品
で
未
使
用
の
も
の

※�

現
在
使
用
し
て
い
る
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
を
更
新
す
る
場
合
や
、
ま
き
兼
用
の

ス
ト
ー
ブ
を
設
置
す
る
場
合
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

■
利
用
状
況
の
報
告

　

設
置
し
た
翌
月
か
ら
、
24
か
月
分
の
利

用
状
況
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
完
成
届
の
最
終
提
出
期
限

令
和
7
年
２
月
28
日（
金
）

　

問
企
画
課
☎
42
‐
４
８
１
８

　町では、豊かな自然環境、災害の少なさ、交通の利便性、比較的恵まれている商業・サービス業、医療、教育環町では、豊かな自然環境、災害の少なさ、交通の利便性、比較的恵まれている商業・サービス業、医療、教育環

境などを生かして、交流・移住人口の拡大を図るための支援策を実施しています。境などを生かして、交流・移住人口の拡大を図るための支援策を実施しています。

～移住した方への支援～～移住した方への支援～
　遠軽町に移住し、５年以上定住する方に次のような支援を行います。　遠軽町に移住し、５年以上定住する方に次のような支援を行います。

支援金の種類 移住支援助成金 移住者起業支援助成金

対　　象

移住した方が次のいずれにも当てはまるとき

・�世帯主または世帯の生計中心者で町内に所在する事業所

に新たに就業、テレワークまたは新規起業する者（所属す

る企業等からの命令により就業またはテレワークを実施

する者は除く。）

・�40歳未満または高校生以下の子と同居

・�世帯内に公務員がいない

・�転入前の1年以内に町内に居住していない

移住した方が次のいずれにも当て

はまるとき

・�移住した方が新規起業し、遠軽

商工会議所またはえんがる商工

会の会員となったとき

・�転入前の１年以内に町内に居住

していない

金　　額 １世帯につき10万円（子１人につき５万円を加算） 50万円

申請時期 転入の日から10か月以内
遠軽商工会議所またはえんがる商工会
加入の日から30日以内

※�再転入の場合や町税等の滞納がある場合など助成金等が受けられないことがあります。詳細についてはお問い合

わせください。

～関係人口創出に取り組む町内の方への支援～～関係人口創出に取り組む町内の方への支援～
　国内外の都市住民や芸術・文化関係者を町内に招へいし、滞在による消費活動、地域住民との交流などを通じて
地域の活性化を図る方に次のような支援を行います。
■対象　次のいずれにもあてはまるとき

・�町内の個人や団体等

・�継続的にワーケーション（※１）受け入れやアーティストインレジデンス（※２）活動を行っている。

※１�ワーケーション：遠軽町外に住所を有する者が町内に連続して3日間以上滞在し、仕事を継続しながら、遠軽
町の環境を生かして能力開発やリフレッシュなどを図ること

※２�アーティストインレジデンス：遠軽町外に住所を有する芸術・文化関係者を招へいし、町内に連続して７日間
以上滞在させ、創作活動を行わせること

支援の内容 招へい費用（広告費、打合せ旅費など） 地域住民との交流事業費（イベント経費など）

金　　額 １年度内につき20万円まで １事業につき10万円まで

申請の時期 事業着手７日前

【事業実施予定期間】　令和６年度
　

問企画課☎42‐ 4818

移移住・定住、関係人口の拡大に向けた取り組み住・定住、関係人口の拡大に向けた取り組み

遠軽町スローライフ等応援事業のご案内遠軽町スローライフ等応援事業のご案内

令和６年４月号 10
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　町では、町内企業の人材確保やテレワークの推進を図るとともに、町外からの移住・定住を促すために、

家財道具一式を備えた「お試し暮らし体験住宅」をご用意しています。

　体験住宅は、現在、町外にお住まいの方が、町内事業所に就業するまたはテレワークを行いながら生活を

一定期間体験する場合に、町内事業所に就業の方は１か月単位、テレワークを行いながら生活体験を一定期

間体験する方は、７日以上30日以内で入居が可能です。

■トレーラーハウス（インターネット環境完備）

【住所】丸瀬布中町33番地　【構造】木造平屋建　【面積】36.21㎡

■丸瀬布１号住宅（インターネット環境完備）

【住所】丸瀬布東町113番地　【構造】ＣＢ造平屋　【建築年】昭和53年　【面積】64.45㎡

①利用できる方

　遠軽町に移住し、遠軽町内事業所に新たに就業

する（転勤または婚姻による移住者は除きます。）ま

たはテレワークを行いながら生活を一定期間体験

する方

②貸付料

【町内事業所就業の方】

・夏期（５月～10月）　25,000円／月

・冬期（11月～４月）　35,000円／月 

【テレワークの方（通年）】　1,500円／日

③貸付期間

【町内事業所就業の方】１か月から６か月まで月単位

【テレワークの方】７日以上30日以内

④その他

・�ペットの同伴はできません。

・�利用者には、アンケート調査へのご協力をお願

いする場合があります。

お試し暮らし体験住宅お試し暮らし体験住宅  利用者募集利用者募集

～主なご利用条件～

申込・問企画課☎42‐4818

和室和室
６畳６畳

洋間洋間
６畳６畳

リビングリビング
８畳８畳

洋室洋室
４．５畳４．５畳

ＤＫＤＫ
４．５畳４．５畳

玄関玄関

ホールホール

浴室浴室

押入押入押入押入押入押入 納戸納戸

WCWC

ベッドルームベッドルーム

キッチンキッチン

浴室浴室

ロフトロフト
スペーススペース

ロフトロフト
スペーススペース

リビングリビング
エリアエリア

WCWC

玄関玄関
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 新庁舎建設特集 新庁舎建設特集 No.14

　

問総務課☎42‐4811

※「新庁舎建設特集」は随時お知らせしています。 町ホームページ

（新庁舎建設サイト）

～遠軽地区広域組合新庁舎の内外装イメージについて～

　新庁舎については、２月末を持って実施設計が完了し、３月下旬から工事に取り掛かっています。

　広報えんがる１月号では、役場庁舎の内装及び外装のイメージをお知らせしましたが、今回は、遠軽地区広域組

合庁舎の内外装イメージについてお知らせします。

　新庁舎では、訓練用のスペースを設けるとともに、迅速に出動できる動線などを考えた設計としています。

【外観】

【内観】

車庫（１階）

執務室（２階）体力錬成消防訓練室（１階）

防火衣準備室（１階）

令和６年４月号 12
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町内観光施設オープン情報町内観光施設オープン情報2 0 2 4 年

シ ー ズ ン

太陽の丘えんがる公園太陽の丘えんがる公園

丸瀬布森林公園いこいの森丸瀬布森林公園いこいの森

白滝高原キャンプ場白滝高原キャンプ場

■公園の開園期間　4月29日（月）～11月1日（金）

※虹のひろばは、10月25日（金）まで

■園内施設の開館時間

・虹のひろば　9:00～17:00

・サンヒルハウス、文化研修館　9:00～22:00

■休園日　無休

※�サンヒルハウス・文化研修館は毎週月曜日が休

館日。月曜日が休日の場合はその翌日

■各施設の予約受付　４月１日（月）から

■春のおすすめ観光情報

　同公園では、町木に

指定されているエゾヤ

マザクラが、例年５月

上旬に見ごろを迎え、

５月中旬には、芝ざく

らが見ごろを迎えます。
　

問商工観光課

☎42‐4819

　北海道遺産である森林鉄道蒸気機関車・雨宮21号　北海道遺産である森林鉄道蒸気機関車・雨宮21号

が、今年も４月27日から運行します。が、今年も４月27日から運行します。

　園内では、雨宮21号乗車や軌道用自転車（足こぎ　園内では、雨宮21号乗車や軌道用自転車（足こぎ

トロッコ）、ふわふわドームなどの各種遊具、武利トロッコ）、ふわふわドームなどの各種遊具、武利

川での川遊びなどが楽しめます。川での川遊びなどが楽しめます。

■開園期間■開園期間　４月27日（土）～10月20日（日）　４月27日（土）～10月20日（日）

※雨宮21号、各種遊具は、土日・休日のみ営業※雨宮21号、各種遊具は、土日・休日のみ営業

（ゴールデンウィーク及び夏休み期間は無休）（ゴールデンウィーク及び夏休み期間は無休）

※雨宮21号の運行は10:00～16:30※雨宮21号の運行は10:00～16:30

■キャンプ場受付■キャンプ場受付

※４月１日（月）からインターネット予約受付開始※４月１日（月）からインターネット予約受付開始

※フリーサイトを含め全区画完全予約制※フリーサイトを含め全区画完全予約制

※詳しくは、いこいの森ホームページを※詳しくは、いこいの森ホームページを

ご覧ください。ご覧ください。
　

問 丸瀬布支所 丸瀬布支所☎☎47‐221147‐2211

　周囲を白樺林に囲まれた自然味あふれる

キャンプ場です。

　ここをベースに、ひらやまへの登山、湧別

川でのフィッシングやラフティングなどのア

ウトドアを満喫することができます。

■開園期間　６月１日（土）～９月30日（月）

■予約受付開始　４月１日（月）から

■キャンプ場受付

※４月１日（月）からインターネット予約受付※４月１日（月）からインターネット予約受付

開始開始

※フリーサイトを含め全区画完全予約制※フリーサイトを含め全区画完全予約制

【問い合わせ】４月１日（月）～５月31日（金）は白滝支所で

平日のみ、６月１日（土）以降はキャンプ場管理棟へお問

い合わせください。

※�問い合わせ時間はどちらも8:45～17:30

※利用日の２ヵ月前から予約が可能です。

（４月１日の時点では６月30日までの予約が可能）
　

問白滝支所☎48‐2211

キャンプ場管理棟☎48‐2803

　やまびこ温泉もOPEN!OPEN!

　冬期間休業していた日帰り温泉施設やまびこが、

丸瀬布森林公園いこいの森オープンに併せて営業

を開始します。

　やまびこ温泉は肌にやさしい入浴感が特徴であ

り、大浴槽のほか週替わりの薬湯、風情ある露天

風呂やサウナもあり、存分に体を癒すことができ

ます。お手軽なコインシャワーも整備されていま

すので、ぜひご利用ください。（10分/300円）

■開館期間　４月27日（土）～10月20日（日）

■開館時間　10:00～21:00（最終受付 20:30）

■休館日　火曜日（休日の場合はその翌日）

※ゴールデンウィーク及び夏休み期間は無休

４/27４/27  

OPEN!OPEN!

４/29４/29
  OPEN!OPEN!

６/１６/１
  OPEN!OPEN!
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遠軽の冬を楽しむ

第９回えんがる屋台村「雪提灯」

　２月24日、遠軽町武道館で、第９回えんがる屋台村「雪提

灯」が開催されました。イベントでは、会場に露店が並び、町

内ダンスチームによるダンスステージや、宝探し、ストラック

アウトなどの催しが行われ、たくさんの家族連れでにぎわって

いました。中でも、大型滑り台や遠軽町スポーツ協会が行うス

ノーラフティングでは、順番待ちで行列ができるほどの人気で、

会場に訪れた方々は、温かい食べ物を堪能しながら遠軽の冬の

ひとときを楽しんでいました。

自然災害の対応について協議

令和５年度遠軽町災害対策本部図上訓練

　２月29日、芸術文化交流プラザで、令和５年度遠軽町災害対策本部

図上訓練が行われました。これは、災害が起きた際の対応や関係機関と

の連携について検討し、災害対応能力の向上を図ることを目的として毎

年実施されているもので、今回は大雨による河川増水を想定して実施さ

れました。多くの方々が観覧した訓練では、コントローラー部から刻々

と変わる災害状況が伝達される中、役場職員で構成された各対策部や関

係機関が連携しながら、樋門の閉鎖や避難所開設準備などの対処方法に

ついて検討するとともに、訓練で明らかとなった問題点なども話し合わ

れ、突然猛威を振るう自然災害の対応について協議を重ねていました。

歓声を上げながら

子ども芸術劇場

　３月17日、遠軽町基幹集落センターで、子ども芸術劇場「劇

団風の子北海道遠軽公演『山を越え川を越え』」が開催され、幼

児や小学校低学年の児童など、約40人が来場しました。

　この日は、劇団員が新聞紙やビニール袋などを使って、会場

を縦横無尽に走り回りながら、目には見えない風を表現。子ど

もたちは劇団員が作り出すステージに歓声を上げながら終始笑

顔で見入っていました。

誇りと自信をもって頑張りたい

令和５年度遠軽地区自衛隊入隊予定者壮行激励会

　３月３日、ホテルサンシャインで、令和５年度遠軽地区自衛

隊入隊予定者壮行激励会が開催されました。この日は、一般曹

候補生として試験に合格し、遠軽高校を卒業したばかりの８人

の入隊予定者へ先輩隊員などから激励の言葉が送られ、入隊予

定者を代表して、小川愛心さんは「まだまだ未熟で頼りないと

思いますが、自ら選んだ自衛隊という職業に誇りと自信をもっ

て頑張りたいと思います」と入隊への決意を述べていました。



My Town Gallery

毎日の地域の情報は、遠軽町ホームページ (https://engaru.jp) の ｢e-ISM ニュース ｣で !!毎日の地域の情報は、遠軽町ホームページ (https://engaru.jp) の ｢e-ISM ニュース ｣で !!15 令和６年４月号

町内中学校卒業式町内中学校卒業式

生田原中学校生田原中学校 安国中学校安国中学校 遠軽中学校遠軽中学校

白滝中学校白滝中学校丸瀬布中学校丸瀬布中学校南中学校南中学校

　３月17日、芸術文化交流プラザで「エンアイリッシュデー2024」が開催されました。これは、町民の皆さんに、東

京オリンピックを契機として交流を続けているアイルランドへの理解を深めてもらおうと2021年から行っているも

のです。イベントでは、来場した方々がアイルランドの牛肉やお酒を堪能したほか、アイルランドミュージックやア

イルランドにちなんだクイズ大会などで楽しんでいました。今年は岩見通南２丁目のライトアップや子ども屋内遊戯

施設でのミニイベントも行われ、子どもから大人までがアイルランド文化に触れ合っていました。

～3月17日はアイルランドのナショナルデー「セント・パトリックスデー」～

ENIRISHDAY 2024
エンアイリッシュデー 2024
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Town Information

４４
月
の
月
の

     
     

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
まち
の人口
（令和６年２月末現在）

　　　　　　　　 前月比
▶人口　18,000人　（ -48）
･遠軽　14,946人　（ -40）
･生田原 1,464人　（  -3）
･丸瀬布 1,084人　（  -3）
･白滝　　 506人　（  -2）
▶男性　 8,783人　（ -24）
▶女性　 9,217人　（ -24）
▶世帯　 9,747世帯（ -18）
▶出生　     2人　（  -9）
▶死亡　　　25人　（  -3)

２月の
事故発生状況
▶人身事故　 1件（   1件）
▶死　　者　 0人（   0人）
▶負 傷 者　 0人（   0人）
▶物損事故　37件（  75件）
※（　）は令和６年累計

２月の
火災発生状況
▶火災発生　　1件（  2件）
▶死　　者　　0人（  0人）
▶負 傷 者　　0人（  0人）
※（　）は令和６年累計

に
限
り
ま
す
。

　

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐‐
４
８
１
２

生
田
原
支
所
☎
45
‐‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐‐
２
２
１
１

町
職
員
人
事
異
動

遠
軽
町
退
職
辞
令（
２
月
29
日
）

▼
山
口
有
理
奈
〔
民
生
部
子
育
て
支
援
課

西
保
育
所
保
育
担
当
〕

異
動
繁
忙
期
の
役
場
窓
口

開
庁
時
間
を
延
長
し
ま
す

　

例
年
、
４
月
初
め
は

住
所
異
動
の
手
続
き
で

大
変
込
み
合
う
た
め
、

窓
口
業
務
の
一
部
の
受

付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

■
延
長
期
間

　

４
月
１
日
（
月
）
、
２
日
（
火
）

■
延
長
時
間　

　

午
後
５
時
30
分
～
７
時

※
通
常
の
開
庁
時
間
は
午
前
８
時
45
分
～

午
後
５
時
30
分
で
す
。

■
実
施
す
る
窓
口

・
役
場
１
階　

住
民
生
活
課
（
戸
籍
窓
口
）

・
教
育
委
員
会
総
務
課
（
学
校
教
育
担
当
）

※
各
支
所
で
は
延
長
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
取
り
扱
い
可
能
な
手
続
き

【
住
民
生
活
課
】

・
転
入
、
転
居
、
転
出
届
等
の
受
付

・
住
民
票
等
の
写
し
の
交
付

・
戸
籍
の
全
部
事
項
（
個
人
事
項
）
証
明
書

等
の
交
付

・
印
鑑
登
録
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

・
出
生
、
婚
姻
、
離
婚
、
死
亡
届
等
の
受
付

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

【
教
育
委
員
会
総
務
課
】

・
就
学
通
知
と
入
学
の
手
続
き

※
な
お
、
国
や
北
海
道
、
他
の
市
区
町
村

等
に
照
会
が
必
要
な
も
の
は
、
当
日
の

取
扱
い
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

教
育
委
員
会
総
務
課
☎
42
‐
２
１
９
１

引
越
し
の
際
は
、
住
所
の
異

動
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

転
出
届
・
転
入
届
・

転
居
届
な
ど
、
住
民
票

の
住
所
の
異
動
届
は
、

国
民
健
康
保
険
、
国
民

年
金
、
選
挙
人
名
簿
へ

の
登
録
な
ど
に
つ
な
が

る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

　

引
越
し
な
ど
で
住
所
を
異
動
し
た
と
き

は
、
速
や
か
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
学
生
の
方
は
、
卒
業
後
、
地
元

を
離
れ
て
進
学
・
就
職
す
る
と
き
に
、
正

確
な
住
所
変
更
の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い

て
は
、
住
所
を
最
新
の
も
の
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

【
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の
電
子
申
請
（
転
出

届
）に
つ
い
て
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

は
、
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
か
ら
転
出
届
を

電
子
申
請
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

※�

署
名
用
電
子
証
明
書
及
び
利
用
者
証
明

用
電
子
証
明
書
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
方

　遠軽町のまちづくりの指針となる総合計画

に関して、町長の諮問に応じ、調査及び審議

する委員を次のとおり募集します。

■募集人数　概ね５人程度

■任期

　６月から令和７年２月末頃までを予定

■応募条件　町内に住所を有する方または町

内の事業所等に勤務する方

■応募方法　４月19日(金)までにＷｅｂ申込

または所定の応募用紙に必要事項を記載し、

郵送、持参、ＦＡＸ、電子メールいずれかの

方法で、役場企画課へ提出してください。

■選考方法

　提出された書類に基づき選考します。

■その他　会議出席に対し報酬をお支払いし

ます。

応募・問企画課☎42‐4818　FAX42‐3688

 kikaku@engaru.jp

〒099‐0492

遠軽町１条通北３丁目１番地１ Ｗｅｂ申込

総合計画審議会委員を公募します
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17 令和６年４月号

遠
軽
町
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
委
員
を
公
募
し
ま
す

　

町
で
は
、
遠
軽
町
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
条
例
に
基
づ
き
「
遠
軽
町
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
子
育
て
支
援
な
ど
に

関
す
る
幅
広
い
分
野
の
方
か
ら
意
見
を
伺

う
た
め
、
会
議
の
委
員
と
し
て
参
画
し
て

い
た
だ
く
委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。

■
応
募
条
件　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
し

て
い
る
方

・�

遠
軽
町
に
住
所
を
有
す
る
令
和
６
年
４

月
１
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
方

・�

小
学
校
就
学
前
も
し
く
は
小
学
生
の
お

子
さ
ん
の
保
護
者
で
子
育
て
支
援
に
理

解
と
関
心
あ
る
方

・�

平
日
の
会
議
（
午
後
１
時
～
５
時
の
時

間
帯
に
開
催
予
定
）
に
出
席
で
き
る
方

■
募
集
人
員　

５
人

■
委
員
の
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

■
任
務　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
変
更
や
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関

す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進

な
ど
に
関
し
、
意
見
や
調
査
審
議
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
「
応
募
理
由
」
と
「
遠
軽
町

の
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

８
０
０
字
程
度
の
レ
ポ
ー
ト
を
添
付
し
、

４
月
22
日
（
月
）
ま
で
に
子
育
て
支
援
課
に

持
参
す
る
か
郵
送
（
締
切
日
消
印
有
効
）
に

よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法
及
び
結
果
通
知　

　

提
出
さ
れ
た
応
募
用
紙
及
び
レ
ポ
ー
ト

に
よ
り
選
考
し
、
後
日
、
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

■
報
酬
等　

会
議
出
席
１
回
に
つ
き

３
４
０
０
円
（
時
間
に
よ
り
変
更
と
な
る

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
と
距
離
に
応
じ

て
（
片
道
５
㎞
以
上
の
場
合
）費
用
弁
償
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

応
募
・

問
子
育
て
支
援
課
☎
42
‐
４
５
６
０

〒
０
９
９
‐
０
４
９
２

遠
軽
町
１
条
通
北
３
丁
目
１
番
地
１

遠
軽
地
区
地
域
公
共
交
通
計

画
（
案
）
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
結
果
に

つ
い
て

【
概
要
】

■
公
表
し
た
案　

遠
軽
地
区
地
域
公
共
交

通
計
画
（
案
）

■
公
表
の
場
所　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
遠

軽
町
役
場
企
画
課
、
各
支
所

■
意
見
の
募
集
期
間　

１
月
26
日（
金
）～

２
月
25
日
（
日
）

■
意
見
の
提
出
方
法　

遠
軽
町
総
務
部
企

画
課
ま
た
は
各
支
所
に
持
参（
土
日
休
日

を
除
く
。
）
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル

【
意
見
】右
記
に
よ
る
意
見
の
募
集
を
行
っ

た
結
果
、
提
出
さ
れ
た
意
見
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

問
企
画
課
☎
42
‐
４
８
１
８

■商工観光課がジオパークを担当

　これまで、ジオパークに関する業務を担当していま

した「ジオパーク推進課」は、３月31日をもって廃止し、

４月１日からは商工観光課が業務を担当します。

　ジオパークについては、観光への結びつきが課題と

なっており、更なる観光の魅力向上を図るため、商工観

光課がその業務を担当するとともに担当の名称を「観光

担当」から「観光・ジオパーク担当」に変更しました。

　なお、ジオパークに関する業務の執務場所は、白滝支

所から本庁舎３階に変更となります。

※�埋蔵文化財センターは、引き続き、教育委員会の所管

となり、業務の執務場所は白滝支所２階となります。

※�旧ジオパーク推進課の電話番号（☎48‐2020）は廃止

します。
　

問商工観光課☎42‐4819　

白滝教育センター☎48‐2213

■水道課の水道工務担当と下水道工務担当を統合

　業務の効率化を図るため、水道課の「水道工務担当」と

「下水道工務担当」を統合し、担当の名称を「工務担当」と

しました。　
　

問水道課☎42‐4815

町組織町組織の見直し見直しを行いました

４月１日から４月１日から
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月のお知らせ月のお知らせ４
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■助成対象免許

・第一種～大型、準中型、中型、大特、けん引

・第二種～大型、中型、普通、大特、けん引

※自動二輪や第一種普通免許は対象になりません。

■対象条件

　次の６項目全てを満たす方

①�遠軽町に住所を有し、町内の事業所に勤務して

いる方、または町内で事業を営んでいる方（免許

取得後１年以内に勤務した方を含む）

②第一種～18歳以上40歳未満の方

　第二種～21歳以上65歳未満の方

③対象免許を取得し、教習料金を支払った方

④町税等に滞納が無い方

⑤業務上当該免許が必要な方

⑥公務員でない方

■対象期間

　令和７年３月31日までに免許を取得した方。

■助成額

・第一種免許　教習料金の３分の１

・第二種免許　教習料金の半額

※限度額20万円、年度内１人２回。

※検定料等、一部対象にならない経費があります。

■申請手続

　免許取得後１か月以内（すでに町内事業所に勤務

している方）または１年以内（免許取得後町内事業

所に勤務した方）に次の書類を企画課へ提出してく

ださい。

・申請書（勤務先の証明が必要になります）

・�資格取得を証明する書類（運転免許証の写し等）

申請・問 企画課☎42‐4818

　若年層の就業機会の拡大や、バス運転手などの人材確保を目的に、大型免許等資格取得に係る費用の一部

を助成します。

大型免許等の資格取得費用の一部を助成します

町長定例記者会見町長定例記者会見

が
緩
和
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
と
の
お

話
が
あ
り
、
改
め
て
同
プ
ラ
ザ
で
の
開

催
を
希
望
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
新
年
度

第
１
回
目
の
放
送
と
な
る
４
月
７
日

（
日
）
に
実
施
す
る
こ
と
が
昨
年
暮
れ
に

決
定
し
、
１
月
29
日（
月
）か
ら
広
く
情

報
が
解
禁
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
同
日
よ
り
出
場
者
並
び
に
観

覧
希
望
者
の
募
集
が
始
ま
っ
て
お
り
、

既
に
出
場
者
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
２

月
26
日
（
月
）に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
覧
希
望
者
に
つ
い
て
は
、

３
月
６
日
（
水
）ま
で
Ｗ
ｅ
ｂ
に
て
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
既

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
想
定
す
る
募
集
人
数
を
双

方
と
も
超
え
て
お
り
、
依
然
と
し
て

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
じ
ま
ん
」の
関
心
の
高
さ

が
伺
え
ま
す
。

　

放
送
日
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月

７
日
（
日
）
12
時
15
分
よ
り
総
合
テ
レ
ビ

な
ど
で
行
わ
れ
、
今
回
の
ゲ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
三
山
ひ
ろ
し
さ
ん
と
半は

ん
ざ
き﨑

美よ

し

こ子
さ
ん
が
出
演
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
前
日
６
日（
土
）の
予
選
会
の

模
様
に
つ
き
ま
し
て
も
後
日
放
送
す
る

こ
と
で
現
在
番
組
調
整
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
内
容
が
分
か
り
次
第
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
見
放
送
局
並
び
に
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※�

次
回
の
定
例
記
者
会
見
は
、
６
月
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。

【
発
表
内
容
よ
り
抜
粋
】

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
じ
ま
ん
in
遠
軽
町
に
つ

い
て

　

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
じ
ま
ん
」
に
つ
い
て

は
、
１
９
４
６
年
か
ら
放
送
が
始
ま

り
、
国
内
は
元
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
を
通
じ
て
、
全
世
界
で
見
る
こ
と

の
で
き
る
長
寿
番
組
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
本
町
で
の
開
催
は
、
平
成
27
年
度

に
遠
軽
町
総
合
体
育
館
で
開
催
し
て
以

来
９
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
８
月
に
遠
軽
町
芸
術
文
化

交
流
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン
し
、
音
響
効

果
の
優
れ
た
同
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ど
じ
ま
ん
」
を
開
館
記
念
事
業

の
一
つ
と
し
て
実
施
す
る
案
も
あ
り
ま

し
た
が
、
会
場
収
容
人
数
が
千
人
以
上

と
い
う
一
定
の
取
り
決
め
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
見
放
送
局
と
は
同

プ
ラ
ザ
で
の
開
催
を
含
め
た
情
報
交
換

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
同
局
と

情
報
交
換
を
す
る
中
で
、
令
和
６
年
度

の
新
年
度
か
ら
、
会
場
収
容
人
数
要
件

３月１日、佐々木修一町長によ
る定例記者会見を行いました。
発表内容のうち、一部抜粋して
ご紹介します。
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スポーツ少年団や部活動等で

貸切バス等を利用する経費の一部を補助します

申請・問 企画課☎42‐4818

■対象条件

　次の４項目全てを満たす団体が対象となります。

①�町内の小中学校及び高校に在籍する児童生徒で

構成する団体

②�各種大会、練習試合、研修会等に参加する団体

③�町内事業者が所有または運行する貸切バスを使

用する団体

④�大会等に参加するため、他の補助金や助成金を

受けていない団体

■補助額

　貸切バス運賃・料金またはリース料金の半額（車

両１台につき限度額３万円）及び、備品等を運搬す

る費用が対象となり、補助回数は、１団体につき

年度内４回までとなります。

■対象期間

　令和７年３月31日までに参加する大会等

■申請手続

　申請は精算払いのほか、概算払いができます。

　精算払いの場合はバス利用後60日以内または当

該年度の３月31日のいずれか早い日に、概算払い

の場合はバスを利用するのおおむね２週間前まで

に次の書類を提出してください。

①�申請書

②�貸切バス等の使用に係る領収書（概算払いの場合

は見積書）

③�大会等への参加を確認できる書類

④�大会等参加者名簿（バス利用人数の確認ができる

もの）

　貸切バス運賃・料金またはリース料金などの一部を補助し、体育文化活動の振興と保護者の負担軽減を図

ることで子育てを支援します。

札幌・旭川 ▶ 遠軽 遠軽 ▶ 札幌・旭川

特急北大雪号 高速えんがる号 高速えんがる号 特急北大雪号

乗 札幌駅前④のりば ― 17:05 乗 遠軽ターミナル 8:30 13:30
乗 中央バス札幌ターミナル③のりば ― 17:10 乗 遠軽木楽館 8:32 13:32
乗 菊水元町７条 ― ●17:21 乗 丸瀬布 8:53 13:53
乗 高速野幌 ― ♦17:30 乗・降 白滝 9:13 14:13
乗 旭川駅前⑧のりば 9:45

（直行）

降 比布大雪パーキングエリア（5分休憩） 休憩 ―
乗 永山２条19丁目 10:05 降 上川ポンモシリ

（直行）

14:48
乗 当麻20丁目 10:13 降 当麻20丁目 15:17
乗 上川ポンモシリ 10:45 降 永山２条19丁目 15:29
乗 比布大雪パーキングエリア（5分休憩） ― 休憩 降 旭川駅前 15:51
乗・降 白滝 11:20 ○20:07 降 高速野幌 ☆11:48 ―
降 丸瀬布 11:39 ○20:26 降 菊水元町７条 ○11:57 ―
降 遠軽木楽館 12:00 ○20:47 降 時計台前 ○12:12 ―
降 遠軽ターミナル 12:06 ○20:53 降 札幌駅前 ○12:17 ―

※12月～３月までの期間の到着時刻については、●印が２分、♦が４分、☆が13分、○が15分遅くなります。
　

問道北バス株式会社☎0166‐23‐4161　北海道北見バス株式会社☎0157‐61‐6211

都市間高速バス休止休止のお知らせ
４月１日から

　道北バス株式会社及び北海道北見バス株式会社で共同運行していた「特急北大雪号（旭川～遠軽）」が４月１日

から当面の間休止となり、４月以降は次のとおり運行ダイヤが変更になります。

　ご利用の皆様には、大変ご不便をお掛けしますが、ご理解、ご協力をお願いします。
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り
ま
す
。

　

な
お
、
縦
覧
す
る
と
き
に
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
の
で
、
身
分
を
証
明
で
き
る
も

の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
人
以
外
の
方
が
縦
覧
さ
れ
る

場
合
は
、
委
任
状
や
納
税
通
知
書
な
ど
の

提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
縦
覧
期
間　

４
月
１
日（
月
）
～
５
月
31
日（
金
）

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

（
土
日
・
休
日
を
除
き
ま
す
）

■
縦
覧
場
所　

役
場
１
階
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

■
縦
覧
に
よ
る
不
服
が
あ
る
と
き
の
申
出

期
間

　

４
月
１
日（
月
）か
ら
納
税
通
知
書
の
交

付
を
受
け
た
日
後
３
か
月
ま
で

縦
覧
・

問
税
務
課
☎
42
‐
４
８
１
４

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

旧
優
生
保
護
法
に
関
す
る
一

時
金
支
給
に
つ
い
て

　
　

平
成
31
年
４
月
24
日
に
、
議
員
立
法
に

よ
り
「
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
」が

成
立
し
、
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
の
前
文
で
は
、
旧
優
生
保
護
法
の
下
、

多
く
の
方
々
が
、
生
殖
を
不
能
に
す
る
手

術
・
放
射
線
の
照
射
を
受
け
る
こ
と
を
強

い
ら
れ
、
心
身
に
多
大
な
苦
痛
を
受
け
て

き
た
こ
と
に
対
し
て
、
我
々
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
、
真
摯
に
反
省
し
、

心
か
ら
深
く
お
わ
び
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
法
に
基
づ
き
、
優
生
手
術
な

ど
を
受
け
た
方
に
一
時
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方
で
、

現
在
、
生
存
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

①�

昭
和
23
年
９
月
11
日
か
ら
平
成
８
年
９

月
25
日
ま
で
の
間
に
、
旧
優
生
保
護
法

に
基
づ
き
優
生
手
術
（
生
殖
を
不
能
に

す
る
手
術
）を
受
け
た
方

※�

母
体
保
護
の
み
を
理
由
と
し
て
手
術
を

受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。

②�

①
の
ほ
か
、
同
じ
期
間
に
生
殖
を
不
能

に
す
る
手
術
ま
た
は
放
射
線
の
照
射
を

受
け
た
方

※�

母
体
保
護
や
疾
患
の
治
療
を
目
的
と
す

る
な
ど
、
優
生
思
想
に
基
づ
く
も
の
で

な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
手
術
な
ど
を
受

け
た
方
を
除
き
ま
す
。

■
一
時
金
の
金
額　

３
２
０
万
円（
一
律
）

※�

支
給
決
定
後
、
ご
指
定
の
金
融
機
関
の

口
座
に
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構

か
ら
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

■
請
求
期
限　

４
月
23
日（
火
）

申
請
・

問　

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
０
３
１
‐
７
１
１

こ
ど
も
家
庭
庁
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
相

談
窓
口

☎
０
３
‐
３
５
９
５
‐
２
５
７
５

保
健
福
祉
課　

☎
42
‐
４
８
１
３

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
そ
の
他
の
専
門
的
な
判
定
を
必
要
と
す

る
方

■
開
催
日
程

・
７
月
９
日
（
火
）、
10
日（
水
）　

網
走
市

・
７
月
11
日
（
木
）　

紋
別
市

・
10
月
22
日
（
火
）、
23
日（
水
）　

北
見
市

・
令
和
７
年
１
月
21
日（
火
）　

網
走
市

・
令
和
７
年
１
月
22
日（
水
）　

北
見
市

※
場
所
と
時
間
は
、
相
談
対
象
者
の
決
定

後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
み　

予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
を

希
望
す
る
方
は
、
開
催
日
の
お
お
む
ね
２

か
月
前
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

固
定
資
産
税
縦
覧
制
度
の
お

知
ら
せ

　

固
定
資
産
税
縦
覧
制
度
は
、
町
内
に
所

有
す
る
土
地
や
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税

の
納
税
者
が
、
町
内
全
域
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
（
評
価
額
）を
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
縦
覧

で
き
る
制
度
で
す
。

■
縦
覧
対
象
者　

　

土
地
の
固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
る
方

は
「
土
地
の
縦
覧
」、
家
屋
の
固
定
資
産
税

を
納
め
て
い
る
方
は
「
家
屋
の
縦
覧
」に
な

無
料
法
律
相
談

無
料
法
律
相
談

■
日
時

■
日
時

44
月
８
日
（
月
）

月
８
日
（
月
）

午
後
２
時
～
５
時

午
後
２
時
～
５
時

５
月
５
月
1313
日
（
月
）

日
（
月
）

午
後
２
時
～
５
時

午
後
２
時
～
５
時

■
場
所

　

■
場
所

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
げ
ん
き

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
げ
ん
き
2121
））

■
相
談
時
間

■
相
談
時
間　

１
人

　

１
人
3030
分
程
度

分
程
度

■
申
込
み

■
申
込
み　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
ご
了

　

た
だ
し
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

承
く
だ
さ
い
。

（
１
年
度
内

（
１
年
度
内
11
人
２
回
ま
で
）

人
２
回
ま
で
）

申
込
・

問
企
画
課

企
画
課
☎☎
4242
‐
４
８
１
８

‐
４
８
１
８

心
身
障
が
い
者
の
巡
回
相
談

の
お
知
ら
せ

　

北
海
道
立
心
身
障
害
者
総
合
相
談
所
に

よ
る
巡
回
相
談
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。

■
相
談
対
象
者

①
身
体
に
障
が
い
が
あ
り
、
電
動
車
い
す

な
ど
、
直
接
判
定
を
必
要
と
す
る
補
装

具
の
交
付
を
希
望
す
る
18
歳
以
上
の
方

②
知
的
に
障
が
い
が
あ
り
、
療
育
手
帳
の

新
規
ま
た
は
再
判
定
を
希
望
す
る
18
歳

以
上
の
方

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
療
養
手
帳
の
再
判
定
を
希
望

す
る
方
に
つ
い
て
は
、
内
容
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
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町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す

　

次
の
と
お
り
町
営

住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
入

居
を
希
望
さ
れ
る
方

は
募
集
期
間
内
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

町
営
住
宅
に
申
し
込
む
場
合
は
、
住
宅

の
種
別
に
応
じ
た
入
居
資
格
が
あ
り
ま
す

の
で
、
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

複
数
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
選

考
委
員
会
を
開
催
し
、
状
況
に
応
じ
て
抽

選
会
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
営
住
宅
の
入
居
者
に
は
、
地

域
・
自
治
会
等
の
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
し
て
い

ま
す
。

■
申
込
期
間

　

４
月
１
日
（
月
）
～
11
日
（
木
）

■
選
考
委
員
会
の
日
程
　
４
月
17
日
（
水
）

■
抽
選
会
の
日
程
　
４
月
19
日
（
金
）

■
新
し
く
募
集
す
る
町
営
住
宅

　

下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
建
設
課
☎
42
‐
４
８
１
７

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
1

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
1

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

■新しく募集する住宅

地域名 種別 団地名 棟番号 部屋番号 建設年度 規模
広さ

（㎡）
住宅の

月額家賃（円）
近傍同種
家賃（円）

駐車場
使用料（円）

遠　軽 公住 豊里団地 11-10棟 926号室 平成11年度 3LDK 74.7 18,300～27,200 57,000 1,200

生田原 公住 共進団地 5棟 5-2号室 平成4年度 3LDK 73.5 14,400～21,500 32,100 － 

丸瀬布 定住 天神定住２号団地 22棟 T-46号室 平成21年度 1LDK 39.9 31,900 － －

①公住は、収入に応じて家賃が変動します。定住は収入に関係なく家賃が決まっています。

②60歳未満の単身者が入居できる公住は、住宅の規模が2LDK以下で、かつ、広さが60㎡以下の住宅に限ります。

　なお、60歳以上の単身者は、60㎡以下または2LDK以下の住宅に入居できます。

③入居者の車両は原則１台とし、整備された駐車場を使用する場合に駐車場使用料がかかります。

④申込みには、マイナンバーを提示していただく必要があります。

⑤募集住宅のほかにも入居できる住宅がありますので、お問い合わせください。

遠
軽
町
高
齢
者
共
同
生
活
支
援
施
設

「
み
の
り
荘
」

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

遠
軽
町
高
齢
者
共
同
生
活

支
援
施
設
「
み
の
り
荘
」
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
事
項
を

参
照
の
上
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
入
居
対
象
者

　

食
事
・
入
浴
・
洗
濯
な
ど
、
身
の
回
り

の
事
が
自
分
で
で
き
、
次
に
該
当
す
る
方
。

①�

遠
軽
町
に
居
住
す
る
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
方

②�

介
護
保
険
制
度
に
よ
り
自
立
ま
た
は
要

支
援
と
認
定
さ
れ
た
方
（
要
介
護
の
方

は
対
象
外
で
す
）

③�

介
護
保
険
施
設
等
か
ら
在
宅
生
活
に
移

行
す
る
方
で
、
独
立
し
て
生
活
す
る
こ

と
に
不
安
が
あ
る
方

④�

一
人
暮
ら
し
で
、
高
齢
等
の
た
め
独
立

し
て
生
活
す
る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
方

■
募
集
人
数　

１
人

■
入
居
申
請　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

申
請
書
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

ま
た
は
、
各
支
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

■
入
居
決
定

　

入
居
者
は
、
遠
軽
町
保
健
医
療
福
祉
審

議
会
が
審
査
し
決
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
申
請
者

に
通
知
し
ま
す
。

■
入
居
予
定
時
期　

入
居
時
期
は
令
和
６

年
５
月
上
旬
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
料
等
に
つ
い
て

①
使
用
料

　

�

前
年
の
収
入
の
額
に
よ
っ
て
月
額
０
～

５
万
円
の
使
用
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

②
食
費
及
び
日
用
品
等
の
実
費
負
担
額

　

�

入
居
者
は
、
食
費
及
び
日
用
品
等
の
実

費
負
担
額
と
し
て
次
の
金
額
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
４
月
～
10
月　

日
額
１
３
８
０
円

・
11
月
～
３
月　

日
額
１
５
９
０
円

■
設
備
等
に
つ
い
て

・�

入
居
者
居
室
、
食
堂
兼
娯
楽
室
、
厨
房
、

浴
室
、
洗
濯
室
、
便
所
、
事
務
室
、
管

理
人
室
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

・�

居
室
の
面
積
は
約
17
畳（
約
56
・
２
平

方
メ
ー
ト
ル
）で
寝
室
４
・
５
畳
と
居
間

11
畳
、
納
戸
約
１
・
５
畳
と
な
っ
て
い

ま
す
。

・�

居
室
内
に
は
電
気
暖
房
機
、
簡
易
流
し

台
、
簡
易
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
、
洗

面
台
、
ベ
ッ
ド
、
非
常
呼
び
出
し
装
置

な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

・�

施
設
内
で
は
、
生
活
援
助
員
が
常
駐

し
、
食
事
、
入
浴
、
生
活
相
談
や
日
常

生
活
の
支
援
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調

整
等
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
介
護
ケ
ア
は

し
ま
せ
ん
）

■
募
集
期
間　

４
月
１
日
（
月
）～
12
日
（
金
）

申
込
・

問
保
健
福
祉
課
（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３
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月のお知らせ月のお知らせ４
Town Information

腎
臓
機
能
障
害
者
通
院
交
通

費
の
助
成
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
慢
性
腎
炎
の
た
め
慢
性
透
析

療
法
を
受
け
て
い
る
方
に
通
院
交
通
費
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

認
定
申
請
時
に
次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

①
町
内
に
住
所
の
あ
る
方

②
慢
性
腎
炎
の
た
め
慢
性
透
析
療
法
で
通

院
し
て
い
る
方

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

※
「
遠
軽
町
町
税
等
の
滞
納
に
対
す
る
制

限
措
置
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
く
滞

納
の
あ
る
方
は
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
助
成
額　

居
宅
か
ら
慢
性
透
析
療
法
を

受
け
る
医
療
機
関
ま
で
の
最
も
経
済
的
な

往
復
の
交
通
費
実
費
を
、
月
額
２
万
円
を

限
度
に
、
四
半
期
ご
と
に
支
給
し
ま
す
。

※
ハ
イ
ヤ
ー
及
び
タ
ク
シ
ー
で
の
通
院
は

助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
助
成
期
間

【
助
成
開
始
】

　

申
請
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら

【
助
成
終
了
】

　

対
象
の
要
件
が
喪
失
し
た
日
の
属
す
る

月
、
ま
た
は
申
請
し
た
日
の
属
す
る
年
度

の
３
月
31
日
ま
で
。

■
認
定
申
請
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳
等

②
申
請
者
名
義
の
預
金
通
帳

※
申
請
者
が
未
成
年
の
場
合
は
保
護
者
名

義
の
も
の
。

申
請
・

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

脳
ド
ッ
ク
助
成
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
脳
ド
ッ
ク
を
受
け
る
方
に
対

し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
助
成
対
象　

50
歳（
令
和
６
年
度
中
50

歳
に
な
る
方
を
含
む
）
か
ら
69
歳
ま
で
の

方
が
対
象
で
す
。

※
町
で
は
４
年
に
１
回
助
成
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
・
４
・
５
年
度
に
助
成
を
受
け
た

方
は
、
今
年
度
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
脳
卒
中
な
ど
脳
の
病
気
で
治
療
中
ま
た

は
既
往
症
の
あ
る
方
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

■
受
診
機
関　

北
海
道
内
の
脳
ド
ッ
ク
を

実
施
し
て
い
る
病
院
な
ど
に
各
自
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
助
成
額

・
脳
ド
ッ
ク
単
独
の
場
合　

１
万
５
千
円

・
人
間
ド
ッ
ク
併
用
の
場
合　

１
万
円

・
簡
易
脳
ド
ッ
ク
の
場
合　

受
診
費
用
の

半
額
程
度

※
口
座
振
込
に
よ
り
お
支
払
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

受
診
す
る
前
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

脳
ド
ッ
ク
受
診
後
に
、
申
請

書
、
脳
ド
ッ
ク
の
結
果
用
紙（
血
液
検
査

等
、
全
て
の
結
果
を
含
む
）、
領
収
書
を

窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
保
健
師
か
ら

脳
ド
ッ
ク
の
結
果
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

申
込
・

問
保
健
福
祉
課
（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

す
い
臓
・
胆
の
う
ド
ッ
ク
助

成
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
す
い
臓
が
ん
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
よ
り
健
康
寿
命
の
延
伸
及
び

健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
す
い
臓
・
胆
の

う
ド
ッ
ク
の
検
診
料
金
の
一
部
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
助
成
対
象　

40
歳
（
令
和
６
年
度
中
40

歳
に
な
る
方
を
含
む
）
か
ら
69
歳
ま
で
の

方※�

町
で
は
３
年
に
１
回
助
成
し
て
い
ま

す
。
令
和
４
・
５
年
度
に
助
成
を
受
け

た
方
は
、
今
年
度
は
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

※�

す
い
臓
や
胆
の
う
の
病
気
で
治
療
中
ま

た
は
経
過
観
察
中
の
方
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

※�
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
脳
動
脈
ク

リ
ッ
ピ
ン
グ
術
後
の
方
は
、
検
査
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
予

約
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
実
施
医
療
機
関　

遠
軽
厚
生
病
院

・
単
独
受
診　

火
・
水
・
木
（
１
日
１
人
）

・
併
用
受
診　

月
～
木　

（
１
日
１
人
）

・
時
間　

午
後
２
時
15
分
～
４
時　

※�

併
用
は
人
間
ド
ッ
ク
と
は
別
日
に
検
査

を
行
い
、
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
と
合
わ

せ
て
診
断
し
ま
す
。

■
検
査
内
容

血
液
検
査
、
腹
部
エ
コ
ー
検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ｃ

Ｐ
検
査
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
使
っ
た
胆
管
膵
管
造

影
）、
専
門
医
に
よ
る
診
察
（
単
独
の
み
）

※
検
査
時
間　

40
～
60
分
程
度

■
助
成
額（
検
査
料
金
の
半
額
程
度
）

・
単
独
受
診　

１
万
円

・
人
間
ド
ッ
ク
併
用
受
診　

５
千
円

※�

口
座
振
込
に
よ
り
お
支
払
し
ま
す
。

■
助
成
申
込
み　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
受
診
す
る
前
に
保
健
福
祉
課
ま
た
は

丸
瀬
布
支
所
へ
電
話
ま
た
は
窓
口
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。(

助
成
申
請
手
続
き
等

の
説
明
が
あ
り
ま
す)

■
ド
ッ
ク
予
約　

助
成
申
込
み
後
、
各
自

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

遠
軽
厚
生
病
院
健
康
推
進
課

人
間
ド
ッ
ク
予
約
係　

☎
42
‐
４
１
０
１（
内
線
２
２
６
０
）

※
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分

■
そ
の
他　

令
和
７
年
３
月
末
ま
で
に
助

成
の
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３　

FAX
49
‐
３
１
２
０

 e
-h

o
k
e
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e
n
g
a
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丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１



月のお知らせ月のお知らせ４
Town Information

23 令和６年４月号

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す

　

町
で
は
、
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
次
の

方
を
対
象
に
、
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

■
肺
炎
球
菌
と
は　

　

肺
炎
の
原
因
と
な
る
病
原
体
、
第
１
位

の
細
菌
で
す
。
肺
炎
以
外
に
も
侵し

ん

襲
し
ゅ
う

性せ
い

肺
炎
球
菌
感
染
症
と
よ
ば
れ
る
髄ず

い

膜ま
く

炎え
ん

や

血
流
感
染
症
（
血
液
中
に
肺
炎
球
菌
が
入

り
、
全
身
を
回
る
病
態
）
な
ど
の
、
よ
り

重
篤
な
感
染
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
者

　

接
種
日
に
お
い
て
遠
軽
町
に
居
住
し
て

い
る
、
次
の
①
ま
た
は
②
の
方

①��

満
65
歳
の
方

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、

腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
の
障
害

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
機
能
の
障
害
を
有
し
て
い
る
方

※�

過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
た

方
は
、
対
象
外
で
す
。

■
助
成
金
額　

２
５
０
０
円

■
助
成
回
数　

１
回

■
申
請
方
法　

　

予
防
接
種
を
受
け
た
後
、
次
の
書
類
を

持
参
の
上
、
保
健
福
祉
課
（
げ
ん
き
21
）
ま

た
は
各
支
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
金
は
後
日
、
口
座
振
込
で
お
支
払
い

し
ま
す
。

①�

医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書（
コ
ピ

ー
は
不
可
）

※�

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
代
と
記
載
の
な
い

領
収
書
は
診
療
明
細
書
な
ど
と
一
緒
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②�

預
金
通
帳
な
ど
振
込
金
融
機
関
の
口
座

番
号
、
名
義
人
が
分
か
る
も
の

※�

申
請
書
は
受
付
窓
口
に
備
え
て
い
る
ほ

か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　７月・10月に集団検診の実施を予定（日程は遠軽町健康カレンダーを参照

ください）していますが、都合が合わない方には個別検診の受診をお勧めし

ます。遠軽厚生病院、旭川がん検診センターで受診することができます。

■今年度の対象者

・�乳がんは35歳以上、子宮がんは20歳以上で、和暦で偶数年生まれの方

・�町から郵送した無料クーポン券をお持ちの方

■今年度の無料クーポン対象者（※対象者には４月に送付します。）

①��乳がん検診　40歳（昭和58年４月２日～昭和59年４月１日生まれの方）

②�子宮がん検診　20歳（平成15年４月２日～平成16年４月１日生まれの方）

■料金

①乳がん検診（マンモグラフィ単独)

　�1,500円（検診を受ける日の年齢が35～49歳の方は1,000円）

②�子宮がん検診（細胞診＋婦人科超音波）

　�1,000円（検診を受ける日の年齢が20～39歳の方は500円）

※�クーポン券が届いた方と生活保護の方は、乳がんマンモグラフィと子宮が

んは無料です。

※�35～49歳の希望者には乳がん超音波検査も実施します。（料金2,000円）

■個別検診日程

【遠軽厚生病院】　

①乳がん　毎週水曜日（13:00～定員４人）・毎週金曜日（9:00～定員４人）

②子宮がん　毎週月～金曜日（9:00～定員３人）

【旭川がん検診センター】

月～金曜日と第１・第３土曜日の午前中（※バスの送迎はありません。）

■申込先　個別検診は、遠軽厚生病院または旭川がん検診センターへ事前に

申込みが必要です。

・遠軽厚生病院健康推進課　☎42‐4101

※�予約受付時間は９:30～16:30です。

・旭川がん検診センター　☎0166‐53‐7111

申込・問保健福祉課（げんき21）☎42‐4813　FAX49‐3120

 e-hoken@engaru.jp　ホームページ　https://engaru.jp

丸瀬布支所☎47‐2211　FAX47‐2128

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
請
の
受
理
期
間
　

　

接
種
後
６
か
月
以
内

■
予
防
接
種
が
可
能
な
医
療
機
関

　

肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
は
、
町
内
の
医

療
機
関
で
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
料
金
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
各
医
療
機
関
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
接
種
可
能
な
町
内
の
医
療
機
関
】

遠
軽
厚
生
病
院
、
遠
軽
共
立
医
院
、
み
ず

し
ま
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
瀧
本
皮
膚
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
は
や
か
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
コ

ス
モ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
丸
瀬
布
ひ
ら
や
ま

医
院
、
遠
軽
厚
生
病
院
ま
る
せ
っ
ぷ
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
町
立
生
田
原
診
療
所
、
道
立
白

滝
診
療
所

　

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

検診（個別検診等）のご案内
乳 が ん乳 が ん

子宮がん子宮がん



24令和６年４月号

月のお知らせ月のお知らせ４
Town Information

　町では、現在、春の検診の申込みを受付しています。検診を受けて、ご自分の健康状態を確認し、新年度
をスタートしませんか。
■検査項目・料金

検　診　項　目 対　象 料　金

特定健診

40歳から69歳までの国民健康保険加入者 1,500円

上記のうち割引対象年齢の方（※） 500円

70歳から74歳までの国民健康保険加入者 無料

風しん抗体検査 国民健康保険加入者で特定健診を受ける方（対象年齢あり） 無料

30代健診 30歳から39歳までの国民健康保険加入者 500円

後期健診 75歳以上の方 　無料

胃がん検診 40歳以上の方 1,500円

ピロリ菌検査 胃がん検診受診者で過去に受けたことがない方 2,500円

肺がん検診
30歳以上の方 500円

大腸がん検診

前立腺がん検診 前立腺の病気で治療をしていない50歳から78歳までの方 1,000円

肝炎検査 40歳以上の方で今まで受けたことがない方 500円

エキノコックス症検診 18歳以上の方（５年に１回） 無料

※令和６年度末年齢が40～50歳・55歳・60歳・65歳の方
■日程・会場

日　程 受付時間 会　場

4月16日（火） 6:00～9:00 白滝国際交流センター (コピエ)

4月17日（水） 6:00～9:00 丸瀬布中央公民館

4月18日（木） 6:00～9:30 かぜる西

4月19日（金） ・ 20日（土） ・ 21日（日） 6:00～10:15 保健福祉総合センター（げんき21）

4月23日（火） 7:00～9:00 かぜる安国

5月18日（土） ・ 19日(日) 6:00～10:15 保健福祉総合センター（げんき21）

※4月23日（会場：かぜる安国）は、ピロリ菌検査を実施しません。
■注意事項
・�	昭和30年４月１日以前に生まれた方は特定健診、後期健診を無料で受けられます。
・	げんき21の会場では託児も行っています。ご希望の方は予約が必要ですので、電話でご相談ください。
■その他
　検診の内容や対象者等の詳細については、折込みの令和６年度遠軽町健康カレンダーをご覧
ください。

申込・問保健福祉課（げんき21）☎42‐4813　FAX49‐3120　  e-hoken@engaru.jp

丸瀬布支所☎47‐2211　FAX47‐2128

春春のの検診検診 の申し込みを受付しています

ウェブ申込み

有料広告

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組みです。

　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。



月のお知らせ月のお知らせ４
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25 令和６年４月号

　麻しん・風しん予防接種の第２期対象となる方は、接種期間が令和６年４月から令和７年３月末までです

ので早めに受けましょう。

■第２期接種対象者　令和７年４月に小学校入学の幼児（平成30年４月２日～平成31年４月１日生まれ）

■接種方法　保健福祉課または丸瀬布支所に予約が必要です（病院に直接予約することはできません）。定員

が決まっていますので、体調の良い時期に早めに接種を受けることをお勧めします。

■接種場所・日程な　
　ど

接種場所 接種日 受付時間 予約ができる期間

遠軽厚生病院 火・水曜日 12:45～12:55 希望日の２週間前まで

みずしま
内科クリニック

月・火・水・金・土曜日
【月・火・水・金曜日】13:00～16:00
【土曜日】8:30～11:00

希望日の２週間前まで

コスモスクリニック 火・水・木曜日 16:00～16:30 希望日の２週間前まで

丸瀬布ひらやま医院 月・火・木・金・土曜日
11:00～11:45、15:00～16:00
※木・土曜日のみ11:00～11:45

希望日の５日前まで

生田原診療所
５月28日、７月23日、
９月24日、11月26日、
令和７年１月28日、３月25日

15:30～16:00 希望日の１週間前まで

道立白滝診療所 不定期 10:00～12:00、13:00～15:30 希望日の２週間前まで

申込・問保健福祉課（げんき21）☎42‐4813　丸瀬布支所☎47‐2211

麻しん・風しん第２期予防接種のご案内

　遠軽町では、町内を巡回するバスにより、献血

を行っています。皆さんのご協力をお願いします。

・献血には、400ml・200mlがあります。

・�献血は、満16歳から69歳までできます。

　（400mlは男性17歳以上、女性18歳以上です）

・�献血をした後には、血液検査の結果が無料で送られてきます。

（エイズ検査目的の献血は、お断りしています）

・�血液は製造することができません。ぜひ献血にチャレンジし

てみてください。

献血車ひまわり号日程表（４月）

日程 地域 会場 開始時間　終了時間

10日（水）

遠軽

保健福祉総合センター（げんき21） 10:00 ～ 11:00

北海道電力ネットワーク株式会社

遠軽ネットワークセンター
11:30 ～ 12:30

網走西部森林管理署 14:00 ～ 14:45

網走開発建設部遠軽開発事務所 15:15 ～ 16:00

24日（水）
ほっともっと遠軽店 10:00 ～ 12:30

遠軽電機株式会社 14:00 ～ 16:00

　

問保健福祉課（げんき21）☎42‐4813

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災

害
義
援
金
へ
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様（
順
不
同
、

敬
称
略
）【
日
赤
遠
軽
町
分
区
取
扱
い
分
】

【
各
種
団
体
・
事
業
所
・
企
業
・
自
治
会

等
】
遠
軽
町
南
ヶ
丘
老
人
ク
ラ
ブ
、
西
学

田
自
治
会
、
遠
軽
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
静

雲
國
暁
流
詩
吟
会
、
聖
月
流
日
本
吟
剣
詩

舞
道
会
遠
軽
支
部
、
医
療
法
人
社
団
コ
ス

モ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ほ
の
ぼ
の
治
療
室
、

イ
ト
電
商
事
株
式
会
社
、
丸
瀬
布
ひ
ら
や

ま
医
院
、
丸
瀬
布
老
人
ク
ラ
ブ　

ほ
か

【
個
人
】
２
件
（
個
人
に
つ
い
て
は
、
件
数

の
み
掲
載
し
ま
す
。）

※�

掲
載
以
外
に
も
、
独
自
で
取
り
組
み
を

し
て
い
る
団
体
等
も
あ
り
ま
す
。

■
義
援
金
受
付
額（
１
月
31
日
現
在
）

３
５
万
８
９
４
３
円（
13
件
）

　

義
援
金
は
、
12
月
27
日（
金
）ま
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
日
本
赤
十
字
社
遠
軽
町
分
区
事
務
局

保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

♥いのちをつなぐ…献血のお知らせ
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月のお知らせ月のお知らせ４
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令和６年度令和６年度  介護予防運動教室のご案内

　　健康寿命を延ばし、元気に過ごしていけるよう、運動教室を次のとおり開催します。

　　興味のある方はぜひご参加ください。参加するには事前申し込みが必要です。

　　開催につきましては、年間20回を予定しています。

教室名
コスモス教室
（Ａ教室）

ひまわり教室
（Ｂ‐１教室）

ラベンダー教室
（Ｂ‐２教室）

ちゅうりっぷ教室
（Ｓ教室）

対象 65歳以上の方

運動内容
音楽や筋トレなど

さまざまな運動

ストレッチや

軽体操など

軽めの運動

音楽や道具を

使用する運動

筋力維持・向上を

目的とした運動

（機能測定あり）

担当講師
赤塚　大介　先生

小柴　くるみ　先生
美浪　まゆみ　先生

美浪　まゆみ　先生
石上　真那斗　先生

渡辺　香織　先生 赤塚　大介　先生

定員 60人 60人 60人 60人

曜日・時間
水曜日

10:00～11:30

木曜日

10:00～11:30

木曜日

13:30～15:00

火曜日

10:00～11:30

開催場所 げんき21・総合体育館・武道館

申込期間等

４月８日（月）～11日（木） ４月15日（月）～18日（木）

9:00～17:00（土日・休日を除く）

申込場所 遠軽町保健福祉総合センター（げんき21）２階　遠軽町地域包括支援センター前

【留意事項】

①電話による申込みは受付けません。申込み場所へご本人かご家族等が直接お越しください。

②�今回の申込みは、先着順とせず、定員を超過した教室については、地域包括支援センターにおいて抽選させ

ていただきます。

③�お越しの前に教室の空き状況を電話で確認いただいても構いません。

　また、お越しの際には咳エチケットとして、マスクを着用をお願いします。

④各教室とも参加費は無料ですが、傷害保険料と雑費として500円を開催時にいただきます。
　

問遠軽町地域包括支援センター☎42‐9988　もしくは遠軽町社会福祉協議会☎42‐0317

今年度も定員を
超えた場合、参加者を
抽選します。期間内に
申込めば大丈夫！！

　日本赤十字社遠軽町分区では、災

害や紛争、病気に苦しむ人たちを支

援するため、各種国内災害義援金・

海外救援金を受け付けています。つ

きましては、引き続き皆様のあたた

かいご支援をよろしくお願いします。

　また、ご寄附いただいた皆様に、

心より感謝申し上げます。

■受付窓口

　保健福祉課（げんき21）及び各支所

■現在受付中の義援金

義援金名称 受付期間

令和６年能登半島地震災害義援金 12月27日（金）まで

■現在受付中の救援金

救援金名称 受付期間

イスラエル・ガザ人道危機救援金【期間延長】 ９月30日（月）まで

ウクライナ人道危機救援金【期間延長】

令和７年３月31日（月）まで
バングラデシュ南部避難民救援金【期間延長】

中東人道危機救援金【期間延長】

アフガニスタン人道危機救援金【期間延長】
　

問日本赤十字社遠軽町分区事務局　保健福祉課（げんき21）☎42‐4813

各種国内災害義援金・海外救援金各種国内災害義援金・海外救援金



月のお知らせ月のお知らせ４
Town Information

27 令和６年４月号

国
に
よ
る
各
種
手
当
制
度
の

お
知
ら
せ

【
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
各
種

手
当
】

　

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
下
表
の

と
お
り
各
種
手
当
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

町
に
申
請
が
必
要
で
す
の
で
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・

問

保
健
福
祉
課
（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

【
児
童
扶
養
手
当
】

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を

養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
、
下

表
の
と
お
り
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
を
受
給
す
る
場
合
に
は
、
町
に
認

定
請
求
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・

問

子
育
て
支
援
課
☎
42
‐
４
５
６
０

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

※
こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■国による手当制度

制度 支給対象者 支給額

障
が
い
の
あ
る
方

特別児童扶養手当
20歳未満の障がい児がいる家庭の父母、またはその他の養

育者に支給されます。

児童１人につき月額

　障害等級１級55,350円

　障害等級２級36,860円

障害児福祉手当
20歳未満の重度の障がい児で、日常生活において常時介護

を必要とする障がい児本人に支給されます。
月額15,690円

特別障害者手当
20歳以上の重度の障がい者で、日常生活において常時介護

を必要とする障がい者本人に支給されます。
月額28,840円

ひ
と
り
親
家
庭
等

児童扶養手当

支給対象者は次の児童を養育している方です。

①父母が婚姻を解消した児童

②父または母が死亡した児童

③父または母が重度の障がい者である児童

④父または母が生死不明である児童

⑤父または母が引き続き１年以上遺棄している児童

⑥父または母が裁判所からのDV保護命令を受けている児童

⑦父または母が引き続き１年以上拘禁されている児童

⑧母が婚姻によらないで懐胎した児童

児童１人月額45,500円

　�２人目は10,750円加算

　�３人目以降は１人につ

き6,450円加算

※所得制限によって一部

支給額が変わります。

受給資格が喪失した場合には速やかに届け出をしてください。届け出がないと返還金

が発生することがあります。

※所得が一定額以上の場合や施設に入所したときなどは、支給が制限されます。

※住所変更等、生活状況が変わったときは必ず届け出をしてください。

児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

　

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き
や
、
児
童

手
当
を
受
け
て
い
る
方
が
町
外
か
ら
転
入

し
た
と
き
な
ど
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
一
般
の
方　

　

出
生
日
や
転
入
日
な
ど
、
異
動
日
の
翌

日
か
ら
15
日
以
内
に
手
続
き
を
す
る
と
、

異
動
日
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま

す
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
、
原
則
と

し
て
手
続
き
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な

る
た
め
、
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
月
が
発

生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
添
付
書
類
が

揃
っ
て
い
な
く
て
も
手
続
き
は
で
き
ま
す

の
で
、
期
間
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
公
務
員
の
方

【
出
生
や
転
入
に
よ
る
異
動
の
場
合
】

　

職
場
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
公
務
員
の
方
が
退
職
し
た
場
合
】

　

職
場
と
町
に
、
退
職
日
の
翌
日
か
ら
15

日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
公
務
員
に
な
っ
た
と
き
】

　

職
場
と
町
に
、
速
や
か
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
手
当
が
受
け
ら

れ
な
い
月
が
発
生
し
た
り
、
手
当
が
過

払
い
と
な
り
返
還
金
が
生
じ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

問
子
育
て
支
援
課
☎
42
‐
４
５
６
０

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１
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ひ
と
り
親
家
庭
等
入
学
援
助

費
に
つ
い
て

　

今
年
度
学
校
に
入
学
す
る
児
童
生
徒
の

入
学
準
備
に
要
す
る
費
用
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
援
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者　

ひ
と
り
親
家
庭
で
児
童
生
徒

を
扶
養
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
心
身
に
障

が
い
が
あ
る
児
童
生
徒
を
扶
養
し
て
い
る

方
で
、
町
内
に
住
所
を
有
し
、
令
和
５
年

度
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
。

※
生
活
保
護
世
帯
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
受
付
期
間

　
４
月
１
日
（
月
）
か
ら

令
和
７
年
3
月
31
日
（
月
）
ま
で

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
振
込
先
口
座
の
分
か
る
も
の

②
在
学
証
明
書
（
高
等
学
校
及
び
町
外
の

小
中
学
校
に
入
学
の
場
合
の
み
）

③
申
請
事
由
を
確
認
で
き
る
書
類
（
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
、
身
体

障
害
者
手
帳
等
）

■
援
助
金
額

・
小
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
５
千
円

・
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
中
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
万
３
千
円

・
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
、

　

専
修
学
校
及
び
各
種
学
校　
　

３
万
円

申
請
・

問
子
育
て
支
援
課
☎
42
‐
４
５
６
０

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

小学校・中学校の就学変更基準について小学校・中学校の就学変更基準について
　本町では児童・生徒が就学する小・中学校については、住所によって通学する学校が決まります。
　ただし、年度途中に転居する場合には、現学校に引き続き通学ができるなどの基準がありますので、詳しく
はお問い合せください。

　

問教育委員会総務課☎42‐2191

■就学校変更基準

項目 申請の理由 申請の時期 添付書類

家庭事情への配慮から必要
な場合

家庭事情から、第三者の協力を
必要とする場合

新・転入学時または学期
途中の転居時

在勤証明書、預かり先の承
諾書等

在学中の兄姉に指定校変更を認
めており、保護者及び当該児童・
生徒の負担等を考慮して必要と
認められる場合

新入学時 無し

転居予定または一時的な転居の
場合

新・転入学時、または学
期途中の転居時

建築請負契約書、賃貸借契
約書等

学校生活への配慮から必要
な場合

学年終了、学期終了または行事
等終了まで在籍する場合

学期途中の転居時 無し

教育面で特に必要な場合

いじめ・不登校等により、在籍
校への通学が困難であると認め
られる場合

就学相談を経た後
状況を説明する書類、学校
長の意見書等

その他特別な事情から、教育委
員会が必要と認める場合

就学相談を経た後 教育委員会が指示するもの

※当分の間、公営住宅の建て替えに伴い転居を余儀なくされ、学校生活への配慮が必要と認められる場合は、就学相談
を経た上で、小学校修了時または中学校修了時まで現在在籍している学校へ通学できるものとしますので、随時ご相
談ください。

有料広告

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組みです。

　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。
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29 令和６年４月号

町
内
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

シ
ー
ズ
ン
券
を
販
売
し
ま
す

■
販
売
開
始
日　

４
月
１
日
（
月
）

■
販
売
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
軽
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　

（
総
合
体
育
館
）☎
42
‐
１
９
０
３

・
生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

・
生
田
原
教
育
セ
ン
タ
ー
（
安
国
公
民
館
）

　

☎
46
‐
２
３
０
２

・�

丸
瀬
布
教
育
セ
ン
タ
ー
（
丸
瀬
布
中
央

公
民
館
）☎
47
‐
２
４
５
６

・
白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

※
休
館
日
や
閉
庁
日
は
販
売
し
ま
せ
ん
の

　

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
販
売
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
総
合
体
育
館
で
は
、
午
後
８
時
ま
で
販

　

売
し
ま
す
。

■
料
金

・
中
学
生
以
下（
幼
児
除
く
）２
６
２
０
円

・
高
校
生
以
上　

５
２
４
０
円

■
注
意
事
項

・
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
町
内
各
地
域
の
町
営

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
使
用
で
き
る
共
通

の
券
で
す
。（
購
入
し
た
年
の
開
設
期
間

中
の
み
有
効
で
す
）

・
プ
レ
ー
す
る
と
き
は
、
シ
ー
ズ
ン
券
を

見
や
す
い
と
こ
ろ
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

・
１
日
券
は
、
各
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
設

置
し
て
い
る
券
売
機
で
購
入
で
き
ま
す
。

・
団
体
で
使
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
申

込
み
が
必
要
で
す
。

■
そ
の
他　

　

ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
随
時
シ
ー
ズ

ン
券
を
販
売
し
ま
す
の
で
、
遠
軽
地
域
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
軽
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
そ

の
他
の
地
域
は
各
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

え
ん
が
る
生
涯
学
習
講
座

『
英
会
話
教
室（
前
期
）
』
受
講

生
募
集

　　

４
月
か
ら
始
ま
る
「
英
会

話
教
室
」
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

　

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
時
間　

隔
週
木
曜
日（
月
２
回
程
度
）

★無料体験会

日時　４月13日（土）10:00～11:00

場所　総合体育館

持ち物　運動のできる服装、上靴、マスク、

飲み物、タオル

申込み　えんがる温水プール☎49‐9500

ちびっこスポーツ教室ちびっこスポーツ教室

ＮＰＯ法人遠軽町スポーツ協会

当日の飛び入り参加もOK

■期間　４月27日（土）～令和７年３月22日（土）
月２～３回土曜日
■時間　10:00～11:00（１時間）
■場所　総合体育館な　

　ど

■対象　幼児（年中･年長）～小学１･２･３･４年生
■内容　縄跳びや跳び箱、マット運動、かけっこな　

　ど

■講師　ＮＰＯ法人遠軽町スポーツ協会職員
■定員　40人（幼児20人、小学生20人）
■受講料　12,000円（保険料含む）
■申込み　４月13日（土）～26日（金）
※定員になり次第締め切ります。
申込・問えんがる温水プール☎49‐9500

　いろんな運動に挑戦して、あらゆるスポーツに応
用できる運動の基礎と体力を身に付けます。

午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
会
場　

教
育
委
員
会

■
定
員　

20
人
程
度

■
受
講
料　

無
料
（
内
容
に
よ
っ
て
は
実

費
が
か
か
り
ま
す
）

■
期
間　

４
月
18
日
～
９
月
26
日
（
月
２

回
程
度
）

■
対
象　

日
常
的
な
英
会
話
が
理
解
で
き

る
町
内
在
住
の
成
人

■
講
師　

語
学
指
導
助
手

・
ホ
レ
ブ　

フ
ィ
リ
ッ
プ　

ニ
コ
ラ
ス

・
ボ
ズ
ウ
ェ
ル　

ジ
ャ
ッ
ク　

イ
ー
サ
ン

■
申
込
み　

４
月
16
日
（
火
）ま
で
に
電
話

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
社
会
教
育
課
☎
42
‐
２
１
９
１

　学校給食センターの給食作業員

（会計年度任用職員）を募集します。

共通事項　

■業務内容　午前：調理等、午後：食器洗浄等

■通勤手当　日額100～1,510円（２㎞以上）

時給パート職　

■報酬　調理師免許の有無により金額設定

■有給休暇　６か月経過後に最大７日付与

■勤務日　シフト制で、配置先の給食提供日

■勤務先及び募集人員

・遠軽小学校給食室～午後勤務（１人）

・東小学校給食室～午前勤務（１人）

・南小学校給食室～１日勤務（１人）

・遠軽中学校給食室～１日勤務（１人）

・南中学校給食室～１日勤務、午後勤務（各１人）

・生田原学校給食センター～１日勤務（２人）

■その他

・加入保険は、勤務形態により異なります。

・就業時間は、勤務先により異なります。
　

問遠軽町学校給食センター☎42‐2191

学 校 給 食
作業員募集

急

募
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
軽
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

運
動
教
室
の
お
知
ら
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
軽
町
ス

ポ
ー
ツ
協
会
で
は
、
各
種

運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
第
１
期
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
de
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
】

■
日
時　

４
月
17
日
～
６
月
21
日

（
毎
週
水
・
金
曜
日　

全
20
回
）

・
第
１
部　

午
後
１
時
～
２
時

・
第
２
部　

午
後
３
時
～
４
時

■
対
象
及
び
定
員

・
第
１
部　

一
般
女
性
限
定
12
人

・
第
２
部　

一
般
女
性
限
定
12
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
場
所　

え
ん
が
る
温
水
プ
ー
ル

■
内
容　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
有
酸
素

運
動
（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

な　
　

ど

）

■
指
導
者　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
軽
町
ス
ポ
ー

ツ
協
会
ト
レ
ー
ナ
ー

■
申
込
み　

４
月
２
日
（
火
）
～
14
日
（
日
）

■
受
講
料　

無
料
で
す
が
、
施
設
利
用
料

が
必
要
で
す
。

■
注
意
事
項　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
は

加
入
し
ま
せ
ん
の
で
、
け
が
な
ど
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
え
ん
が
る
温
水
プ
ー
ル

☎
49
‐
９
５
０
０

【
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
】

■
日
時　

４
月
11
日
～
令
和
７
年
３
月
21

日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日（
大

会
・
休
日
な
ど
は
変
更
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時

■
対
象　

18
歳
以
上
の
町
民（
女
性
限
定
）

■
定
員　

無
し

■
場
所　

総
合
体
育
館

■
内
容　

簡
単
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

■
申
込
み　

4
月
２
日（
火

か
ら
、
随
時

受
け
付
け
ま
す
。

■
受
講
料

　

無
料
で
す
が
施
設
利
用
料
が
必
要
で
す
。

申
込
・

問
総
合
体
育
館
☎
42
‐
１
９
０
３

北
海
道
遠
軽
高
等
学
校
定
時
制
課
程

令
和
６
年
度

町
民
開
放
講
座
受
講
生
募
集

　

遠
軽
高
校
定
時
制
で
は

５
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、

「
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
」、
「
パ
ソ

コ
ン
」
の
町
民
開
放
講
座
を

次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

■
対
象
者　

18
歳
以
上
の

遠
軽
町
民
（
高
校
生
を
除

く
）

■
日
程　

木
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
（
学

校
行
事
等
で
開
講
で
き
な
い
日
を
除
く
）

■
初
回
講
座　

５
月
９
日（
木
）

※
開
講
式
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

■
開
設
期
間　

①
バ
ド
ミ
ン
ト
ン　

５
月
～
２
月（
予
定
）

②
パ
ソ
コ
ン　

5
月
～
12
月

■
教
材
費
等

　
各
講
座
と
も
に
年
間
3
千
円

■
定
員　

各
講
座
と
も
に
20
人
程
度

※�

申
込
人
数
が
多
い
場
合
、
抽
選
を
行
い

ま
す
。

　

�

な
お
、
受
講
の
可
否
に
つ
き
ま
し
て
は

締
切
日
以
降
に
電
話
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

「
電
話
」
ま
た
は
「
遠
軽
高

校
定
時
制
職
員
室
に
来
室
」
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　

４
月
11
日（
木
）
～
19
日（
金
）

■
受
付
時
間　

平
日　

午
後
２
時
～
10
時

※�

開
講
式
の
時
間
、
持
ち
物
な
ど
は
本
校

定
時
制
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い（
４
月
下
旬
頃
掲
載
予
定
で
す
）
。

ご
覧
に
な
れ
な
い
方
は
、
学
校
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
〒
０
９
９
‐
０
４
１
４

遠
軽
町
南
町
１
丁
目

北
海
道
遠
軽
高
等
学
校
定
時
制
課
程

町
民
開
放
講
座
担
当
☎
42
‐
２
６
７
５

令
和
６
年
度
木
楽
館
工
作
室

令
和
６
年
度
木
楽
館
工
作
室

開
放
日
の
ご
案
内

開
放
日
の
ご
案
内

　

工
作
室
の
開
放
日
に
は

　

工
作
室
の
開
放
日
に
は

指
導
員
の
指
導
の
下
、
木

指
導
員
の
指
導
の
下
、
木

工
製
品
を
自
由
に
作
成
す

工
製
品
を
自
由
に
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
大

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
大

き
さ
き
さ
9090
㌢
×
㌢
×
7070
㌢
×
㌢
×
4040
㌢㌢

以
内
）。

以
内
）。

■
開
放
日（
令
和
６
年
度
）

■
開
放
日（
令
和
６
年
度
）

４
月
７
日（
日
）
・

４
月
７
日（
日
）
・  

４
月
４
月
2525
日（
木
）

日（
木
）

５
月
５
日（
日
）・

５
月
５
日（
日
）・  

５
月
５
月
2323
日
（
木
）

日
（
木
）

６
月
２
日（
日
）・

６
月
２
日（
日
）・  

６
月
６
月
2020
日
（
木
）

日
（
木
）

７
月
７
日（
日
）・

７
月
７
日（
日
）・  

７
月
７
月
2525
日
（
木
）

日
（
木
）

８
月
４
日（
日
）・

８
月
４
日（
日
）・  

８
月
８
月
2222
日
（
木
）

日
（
木
）

９
月
１
日（
日
）・

９
月
１
日（
日
）・  

９
月
９
月
2626
日
（
木
）

日
（
木
）

1010
月
６
日（
日
）・

月
６
日（
日
）・
1010
月月
2424
日（
木
）

日（
木
）

1111
月
３
日（
日
）・

月
３
日（
日
）・
1111
月月
2121
日（
木
）

日（
木
）

1212
月
１
日（
日
）・

月
１
日（
日
）・
1212
月月
1919
日（
木
）

日（
木
）

令
和
７
年

令
和
７
年
11
月月
1212
日（
日
）・

日（
日
）・  

１
月
１
月
2323
日（
木
）

日（
木
）

令
和
７
年

令
和
７
年
22
月
２
日
（
日
）・

月
２
日
（
日
）・  

２
月
２
月
2020
日（
木
）

日（
木
）

令
和
７
年

令
和
７
年
33
月
２
日
（
日
）・

月
２
日
（
日
）・  

３
月
３
月
1313
日（
木
）

日（
木
）

■
開
放
時
間

■
開
放
時
間　

午
後
１
時
～

　

午
後
１
時
～
55
時時

※
指
導
員
が
１
人
つ
き
ま
す
。

※
指
導
員
が
１
人
つ
き
ま
す
。

■
定
員

■
定
員　

各
日

　

各
日
1010
人人

■
使
用
料

■
使
用
料

【
５
～

【
５
～
1010
月
】
月
】
１
回
に
つ
き
１
人
３
９
０
円

１
回
に
つ
き
１
人
３
９
０
円

【【
1111
～
４
月
】

～
４
月
】
１
回
に
つ
き
１
人
５
９
０
円

１
回
に
つ
き
１
人
５
９
０
円

※
暖
房
料
を
含
み
ま
す
。
材
料
代
は
実
費

※
暖
房
料
を
含
み
ま
す
。
材
料
代
は
実
費

負
担
で
、
材
料
の
持
込
み
は
で
き
ま
せ

負
担
で
、
材
料
の
持
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。
傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入
し
て
く

ん
。
傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入
し
て
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

■
申
込
み

■
申
込
み

・
事
前
に
木
楽
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
事
前
に
木
楽
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
申
込
み
で
定
員
に
達
し
て

　

な
お
、
事
前
申
込
み
で
定
員
に
達
し
て

いい
な
い
場
合
は
、
当
日
の
受
付
で
使
用

な
い
場
合
は
、
当
日
の
受
付
で
使
用

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
ま
と
め
て
２
回
以
上
の
申
込
み
は
で
き

・
ま
と
め
て
２
回
以
上
の
申
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。
次
回
の
利
用
を
希
望
す
る
方

ま
せ
ん
。
次
回
の
利
用
を
希
望
す
る
方

は
、
使
用
後
に
次
回
以
降
の
申
込
み
を

は
、
使
用
後
に
次
回
以
降
の
申
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
込
多
数
の
場
合
、
人
数
を
調
整
す
る

・
申
込
多
数
の
場
合
、
人
数
を
調
整
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・

問
木
楽
館

木
楽
館
☎☎
4242
‐
８
３
６
０

‐
８
３
６
０



月のお知らせ月のお知らせ４
Town Information

31 令和６年４月号

新たな仲間と育もう！諦めない心と感謝の気持ち

■募集学年　小学校２～４年生の男女
（その他の学年はご相談ください）
■入団　５月から
■練習日　週３～５日
■練習場所　総合体育館ほか
■団費　月1,000円～2,500円（習熟度別）
※�個人が使用する用具や大会参加、レクリエー
ション費用などは別途掛かります。

■その他
・�オホーツク管内大会への出場を目標とします。
　（上位入賞者は全道規模の大会に出場できます）
・�月に１～２回、保護者の練習当番があります。
・�見学をご希望の方は随時お問い合わせください。
申込・問吉川健児☎090‐3396‐5529
　　　梁川朋紀☎090‐8425‐6864

遠軽バドミントン少年団遠軽バドミントン少年団団員募集団員募集遠軽スイミングクラブ遠軽スイミングクラブ

新会員募集新会員募集

　遠軽スイミングクラブでは、令和６年度の新会
員を募集します。
■対象
　小学１年生から高校生までで、定期的に練習に
参加できる方
■活動内容
　通常練習のほか、水泳大会・泳力検定会への参
加、レクリエーション活動など
■活動期間　４月から来年３月までの１年間
■練習場所　えんがる温水プール
■入会受付
　入会受付を、４月13日（土）14:00にえんがる温水
プールで行ないますので、入会希望の保護者の方
はお集まりください。
■活動日時
　練習日や練習時間、年会費はコースによって異
なりますので、事務局までお問い合わせください。

　

問事務局　吉田博之☎090‐5955‐9060

※両イベントともに入館料が必要となります。　　　　　　　　　　　　　
　

問ちゃちゃワールド☎49‐4022



32令和６年４月号

月のお知らせ月のお知らせ４
Town Information

犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防

注
射
実
施
の
お
知
ら
せ

（
遠
軽
地
域
）

　

生
後
91
日
（
お
お
む
ね
３
か
月
）
以
上
の

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
室
内
犬
・
室
外

犬
に
関
係
な
く
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
で

生
涯
に
１
度
飼
い
犬
を
登
録
し
、
毎
年
１

回
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ

と
が
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
４
月
16
日
（
火
）
か
ら
21
日

（
日
）
ま
で
の
期
間
、
遠
軽
地
域
を
対
象
に

巡
回
で
の
犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注

射
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
生
田
原
・
丸
瀬
布
・
白
滝
地
域

は
５
月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
え
ん
が
る
５
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
日
程
及
び
時
間

　

下
の
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
犬
の
登
録
料　

３
千
円

■
注
射
料
金　

３
２
４
０
円
（
注
射
代

２
６
９
０
円
・
注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円
）

　

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

※案内はがきを持参してください。

※料金は、おつりがないようにご準備く

ださい。

※犬にはしっかりと首輪・リード等を付

け、注射の際は飼い主が犬を押さえて

ください。

※犬のふんの後始末は、飼い主が行って

ください。

１年に１回、必ず
狂犬病予防注射を
受けてください。

■巡回・畜犬登録及び狂犬病予防注射日程表（遠軽地域）

日時 住所 実施会場
担　当
獣医師

日時 住所 実施会場
担　当
獣医師

４
月
16
日（
火
）

9:30 ～ 9:40 丸大 丸大会館前

高
松
獣
医
師

４
月
19
日（
金
）

9:30 ～ 9:40 清川 清川公民館前

吉
田
獣
医
師

9:50 ～ 10:00 留岡 家庭学校様正門前 9:50 ～ 10:10 西町3丁目 ヒロ美容室様向空地

10:10 ～ 10:20 学田1丁目 学田団地集会場前 10:20 ～ 10:30 西町2丁目 西町住民センター前

10:30 ～ 10:40 岩見通北11丁目 ドリーム美容室様前 10:40 ～ 11:00 西町1丁目 ㈲三宮商会様裏空地

10:50 ～ 11:10 岩見通北9丁目 学田住民センター駐車場 13:30 ～ 13:40 宮前町 遠軽神社様駐車場

13:30 ～ 13:50 1条通北8丁目 遠藤児童公園７丁目側 13:50 ～ 14:05 西町3丁目 いがらし電器様前

14:55 ～ 15:05 若咲内 若咲内会館前 14:20 ～ 14:40 東町3丁目 向遠軽公民館横

15:35 ～ 15:45 瀬戸瀬東町 深澤ログ工房様前 14:55 ～ 15:15 東町1丁目 武道館駐車場

４
月
17
日（
水
）

9:45 ～ 9:55 湯の里 湯の里会館前

吉
田
獣
医
師

４
月
20
日（
土
）

9:20 ～ 9:40 大通北5丁目 紋別保健所遠軽支所前

高
松
獣
医
師

10:10 ～ 10:15 栄野 栄野会館前 9:55 ～ 10:15 1条通北3丁目 役場本所庁舎前

10:55 ～ 11:00 若松 若松会館前 10:20 ～ 10:35 1条通北1丁目 げんき21駐車場

13:30 ～ 13:45 豊里 豊里ボデーサービス工業様横 10:50 ～ 11:10 西町3丁目 はたの商店様横

13:55 ～ 14:15 豊里 豊里体育館前 13:30 ～ 13:45 福路1丁目 遠軽町防災センター前

14:25 ～ 14:35 豊里 豊里公民館前 13:55 ～ 14:15 寿町 見和商店様前

14:45 ～ 15:00 寿町 べにや長谷川商店様横 14:30 ～ 14:45 南町2丁目 いわね団地公園前

15:30 ～ 15:40 社名淵 社名淵体育館前 15:00 ～ 15:20 東町2丁目 基幹集落センター駐車場

４
月
18
日（
木
）

9:30 ～ 9:45 南町3丁目 南町公民館前

高
松
獣
医
師

４
月
21
日（
日
）

9:20 ～ 9:40 東町2丁目 基幹集落センター駐車場

吉
田
獣
医
師

10:00 ～ 10:20 南町3丁目 南ヶ丘公園前 9:55 ～ 10:10 南町2丁目 いわね団地公園前

10:35 ～ 10:50 南町4丁目 大角公園前 10:25 ～ 10:45 寿町 見和商店様前

13:30 ～ 13:40 2条通北4丁目 日新工業㈱様横 10:55 ～ 11:10 福路1丁目 遠軽町防災センター前

13:50 ～ 14:10 1条通南2丁目 むすび屋様前 13:30 ～ 13:50 西町3丁目 はたの商店様横

14:20 ～ 14:30 大通南4丁目 遠軽町図書館駐車場岩見通側 14:05 ～ 14:20 1条通北1丁目 げんき21駐車場

14:45 ～ 14:55 南町4丁目 ビジネスホテル泉様駐車場 14:30 ～ 14:50 1条通北3丁目 役場本所庁舎前

15:05 ～ 15:15 南町3丁目 木楽館駐車場 15:00 ～ 15:20 大通北5丁目 紋別保健所遠軽支所前

15:25 ～ 15:35 南町1丁目 若葉旅館様駐車場

■犬の登録は、住民生活課または各支所で随時受け付けます。

■今回の日程で狂犬病予防注射ができなかった場合は、動物病院で

予防注射を受けてください。（料金は動物病院によって異なります）

■町外の動物病院で狂犬病予防注射を受けた場合は、狂犬病予防注

射済票が交付されませんので、動物病院で発行された注射済証（紙）

と交付手数料550円を持参の上、住民生活課または各支所で交付を受

けてください。
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野
犬
掃
と
う
を
実
施
し
ま
す

　

遠
軽
町
畜
犬
取
締
及
び
野
犬
掃
と
う
条

例
第
９
条
の
規
定
に
よ
り
、
野
犬
掃
と
う

を
行
い
ま
す
。

■
実
施
期
間　

４
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日

■
実
施
区
域　

遠
軽
町
全
域

■
実
施
方
法　

お
り
等
に
よ
る
捕
獲
ほ　

　

か

【
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
】

　

野
犬
掃
と
う
期
間
中
は
、
登
録
犬
で

あ
っ
て
も
け
い
留
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

掃
と
う
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に

放
し
飼
い
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ど
ん
な
に
し
つ
け
さ
れ
た
犬
で

も
「
絶
対
人
に
危
害
を
加
え
な
い
」
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
事
故
や
病
原
菌
（
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
症
等
）
を
持
ち
帰
る
恐
れ
も
あ

る
の
で
、
散
歩
を
す
る
と
き
は
必
ず
リ
ー

ド
な
ど
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ふ
ん
は
飼
い
主
の
責
任
で
処
理
を
】

　

一
部
の
飼
い
主
に
よ
り
放
置
さ
れ
た
犬

の
ふ
ん
は
、
周
辺
の
住
民
や
土
地
の
所
有

者
だ
け
で
な
く
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
る

飼
い
主
に
対
し
て
も
迷
惑
を
掛
け
て
い
ま

す
。
散
歩
の
際
に
は
ふ
ん
を
処
理
す
る
道

具
を
持
ち
歩
き
、
必
ず
飼
い
主
が
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

【
飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
ら
】

　

役
場
や
保
健
所
で
保
護
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
生
活
課
ま
た
は

各
支
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
飼
い
主
が
分
か
る
よ
う
、
首
輪

に
「
鑑
札
」
及
び
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
」

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
ペ
ッ
ト
も
大
事
な
家
族
の
一
員
で
す
】

　

飼
い
主
は
し
っ
か
り
と
ペ
ッ
ト
の
習
性

を
理
解
し
、
愛
情
を
も
っ
て
終
生
適
正
に

飼
い
ま
し
ょ
う
。
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合

は
不
妊
・
去
勢
手
術
等
を
し
て
繁
殖
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
飼
え
な
く
な
っ

た
場
合
で
も
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
動

物
の
遺
棄
・
虐
待
は
犯
罪
で
す
。
人
間
と

同
じ
よ
う
に
ペ
ッ
ト
も
一
生
に
一
度
の
人

生
で
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
愛
情
で
育
ん

で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

農
業
被
害
等
防
止
の
た
め
鳥

獣
の
捕
獲
を
行
い
ま
す

　

町
で
は
、
増
え
す
ぎ
た

エ
ゾ
シ
カ
の
個
体
数
調
整

や
人
身
の
安
全
確
保
、
農

作
物
等
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
猟
友

会
に
依
頼
し
て
鳥
獣
の
捕
獲
を
行
い
ま
す
。

　

農
地
や
山
間
部
で
銃
声
が
聞
こ
え
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

問
農
政
林
務
課
☎
42
‐
４
８
１
６

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

地（
六
郷
聖
苑
奥
）

■
使
用
者
の
資
格

・�

申
請
者
が
本
町
に
住
所
ま
た
は
本
籍
の

あ
る
方

・
申
請
者
が
本
町
に
住
所
の
あ
っ
た
方

・�

生
前
、
本
町
に
住
所
ま
た
は
本
籍
が

あ
っ
た
方
の
お
骨
を
納
め
る
方

・�

お
骨
を
合
葬
墓
に
納
め
町
営
墓
地
を
返

還
す
る
方

■
使
用
料　

お
骨（
焼
骨
）
１
体
に
つ
き

３
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
お
骨
を
５
体
以
上
納
め
る
場

合
は
15
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

■
使
用
上
の
注
意　

　

次
の
点
に
注
意
し
て
、
ご
家
族
、
親
類

縁
者
の
方
と
十
分
相
談
し
た
上
で
使
用
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

生
前
の
予
約
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

・�

一
度
納
め
た
お
骨
は
、
取
り
出
せ
ま
せ

ん
。

・�

お
骨
は
使
用
者
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
町
や
担
当
が
お
預
か
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
手
続
き　

申
請
書
類
に
関
係
書
類

を
添
え
て
、
住
民
生
活
課
ま
た
は
各
支
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
い
た
だ
い

た
書
類
を
確
認
し
、
問
題
が
な
け
れ
ば
担

当
か
ら
使
用
許
可
書
及
び
納
入
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。

申
請
・

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

ヒ
グ
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

雪
解
け
と
と
も
に
山
菜
採
り
や
魚
釣
り

の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
が
、
ヒ
グ
マ

も
冬
眠
か
ら
目
覚
め
、
食
べ
物
を
求
め
て

活
発
に
行
動
す
る
時
期
と
重
な
り
ま
す
。

　

ヒ
グ
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め
、
鈴
を
鳴

ら
す
な
ど
、
野
山
で
は
人
の
存
在
を
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ュ
ー
ス
や
弁
当
の
食
べ
残
し
は
ヒ
グ

マ
を
引
き
付
け
ま
す
の
で
、
必
ず
持
ち

帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
エ
ゾ
シ
カ
の
死
骸
を
見
つ
け
た

ら
ヒ
グ
マ
が
そ
ば
に
い
る
可
能
性
が
高
い

の
で
、
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
農
政
林
務
課
☎
42
‐
４
８
１
６

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

合
葬
墓
の
使
用
を
受
け
付
け

て
い
ま
す

　

合
葬
墓
と
は
、
少
子
高
齢

化
や
核
家
族
化
な
ど
の
時
代

背
景
を
受
け
、
納
骨
方
法
の

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
設
置
す
る
も
の

で
、
一
つ
の
お
墓
に
宗
教
宗
派
や
血
縁
等

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
複
数
の
方
の
お
骨
を
納

め
る
合
葬
式
の
お
墓
で
す
。
町
で
は
、
令

和
元
年
11
月
に
建
立
し
た
六
郷
合
葬
墓
の

使
用
許
可
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
場
所　

遠
軽
町
生
田
原
水
穂
１
６
８
番
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え
ん
が
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

屋
外
粗
大
ご
み
置
き
場
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て

　

え
ん
が
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
、
屋
外
粗
大
ご
み
置
き
場
で
の
燃
や
す

粗
大
ご
み
の
受
け
入
れ
は
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
受
入
期
間

　

５
月
４
日
（
土
）
か
ら
11
月
上
旬
ま
で

※�

屋
外
粗
大
ご
み
置
き
場
の
場
所
が
変
わ

り
ま
す
の
で
、
搬
入
の
際
は
係
員
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

燃
や
す
粗
大
ご
み
は
種
類
や
大
き
さ
、

搬
入
量
に
よ
っ
て
は
受
け
入
れ
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
搬
入
す
る

際
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問
え
ん
が
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
42
‐
３
５
７
９

き
れ
い
で
住
み
よ
い
地
域
を

環
境
衛
生
強
化
期
間
の
お
知

ら
せ

　

町
で
は
、
清
潔
で
住
み
や
す
い
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
10
月

ま
で
を
「
環
境
衛
生
強
化
期
間
」
と
し
、
各

種
清
掃
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
雪
解
け
後
の
ご
み
対
策
を
兼

ね
て
、
自
治
会
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
き

「
春
の
町
内
一
斉
清
掃
」
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
実
施
時
期
等
は
雪
解
け
時
期
の

違
い
か
ら
、
地
域
別
に
次
の
日
程
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
春
の
町
内
一
斉
清
掃
日
】

■
実
施
日
程

・
４
月
21
日
（
日
）　

遠
軽
地
域

・�

５
月
中
旬
予
定　

生
田
原
地
域
、
丸
瀬

布
地
域

・
６
月
中
旬
予
定　

白
滝
地
域

※�

た
だ
し
、
日
程
の
変
更
は
可
能
で
す
。

※�

遠
軽
地
域
は
午
前
８
時
ま
で
に
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

■
清
掃
場
所　

各
自
治
会
の
区
域

■
清
掃
内
容　

道
路
や
側
溝
な
ど
の
ご
み

拾
い
、
空
き
缶
な
ど
の
回
収
、
道
路
に
た

ま
っ
た
土
砂
の
収
集
な
ど

■
清
掃
後
の
ご
み
処
理　

収
集
し
た
ご
み

は
分
別
し
、
指
定
さ
れ
た
収
集
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
土
砂
は
ま
と
め
て
燃
や
さ

な
い
ご
み
の
日
に
出
す
か
、
空
き
地
な
ど

の
く
ぼ
地
に
埋
め
て
く
だ
さ
い
。（
他
人
の

土
地
に
は
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。）

■
そ
の
他　

遠
軽
地
域
の
一
部
で
は
、
遠

軽
建
友
会
の
協
力
に
よ
り
土
砂
の
収
集
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
自
治
会
の
指
示
に
よ

り
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
降
雪
等
の
た
め
土
砂
の
収
集
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
願
い
ま
す
。

　

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

■対象者

　町内に住所を有し、町税等の滞納が無い方

■対象となる容器・処理機

　町内に所在する登録販売店で購入した次の条件を

満たすもの

・�生ごみ堆肥化容器　処理容量が130㍑以上のもの

・�電動生ごみ処理機　電動により生ごみ処理を行う

もの

■助成額

・生ごみ堆肥化容器　１個につき　2,000円

・電動生ごみ処理機　価格の２分の１（上限２万円）

■助成個数（先着順）

・生ごみ堆肥化容器　10個

・電動生ごみ処理機　２台

■申込受付期間及び時間　４月１日（月）から

（土日・休日を除く8:45～17:30）

■申込方法　必ず購入前に住民生活課または各支所

まで印鑑を持参の上お越しください。関係書類をお

渡しします。
　

問住民生活課☎42‐4812　生田原支所☎45‐2011

丸瀬布支所☎47‐2211　白滝支所☎48‐2211

生ごみ堆肥化容器・電動生ごみ処理機

購入費用の一部助成

有料広告

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組みです。

　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。
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ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

道
路
や
個
人
の
土
地
、

ご
み
収
集
場
所
に
無
断

で
ご
み
を
捨
て
る
不
法

投
棄
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
不
法
投
棄
は
犯
罪

で
あ
り
「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」（
廃
棄
物
処

理
法
）
で
は
、
廃
棄
物
を
不
法
投
棄
す
る

と
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万

円
以
下
（
法
人
の
場
合
は
３
億
円
以
下
）
の

罰
金
ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
小
さ
な
ご
み
で
あ
っ
て
も
、

不
法
投
棄
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
町
で
は
私
有
地
に
捨
て
ら
れ
た

不
法
投
棄
ご
み
の
回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
は
、
不
法
投
棄
を

さ
れ
な
い
よ
う
に
柵
や
の
ぼ
り
旗
、
看
板

を
設
置
す
る
な
ど
、
適
正
な
管
理
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

　

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

燃
や
さ
な
い
ご
み
袋
も
正
し

い
分
別
が
で
き
て
い
な
け
れ

ば
収
集
で
き
ま
せ
ん

　

燃
や
さ
な
い
ご
み
袋
に
資
源
ぶ
つ
や
生

ご
み
が
混
入
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
燃
や
さ
な
い
ご
み
袋
は

「
便
利
な
袋
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

正
し
い
分
別
が
で
き
て
い
な
い
場
合
は

燃
や
さ
な
い
ご
み
袋
で
あ
っ
て
も
収
集
で

き
ま
せ
ん
。

　

必
ず
「
ご
み
分
別
の
手
引
き
」を
確
認
の

上
で
ご
み
を
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
な
ど
は
穴
を
あ
け
ず
に

使
い
切
っ
て
！

　

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
を
ご
み
に
出
す

と
き
は
、
穴
を
あ
け
ず
に
、

必
ず
中
身
を
使
い
切
っ
て

か
ら
燃
や
さ
な
い
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
中
身
が
残
っ
て
い
る
と
、
火
災
の
原

因
と
な
り
危
険
で
す
。

　

ま
た
、
中
身
を
出
す
と
き
は
、
換
気
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

ご
存
じ
で
す
か
？

道
の
「
苦
情
審
査
委
員
」制
度

　

「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」
制
度
と
は
、

道
の
機
関
が
行
っ
た
業
務
に
関
す
る
苦
情

を
、
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
苦
情
審
査
委

員
が
公
平
で
中
立
な
立
場
か
ら
審
査
す
る

制
度
で
す
。
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す

る
苦
情
で
あ
れ
ば
苦
情
審
査
委
員
に
申
立

て
が
で
き
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
道
の
業

務
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と

き
は
、
道
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求
め

ま
す
。
各
窓
口
で
は
、
申
請
書
様
式
や
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
請
書
様
式
の
ほ
か
申
立
方
法
等
の
詳
細

に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

申
立
書
は
窓
口
へ
持
参
す
る
ほ
か
、
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
個
人
情
報
の
保
護
に
も
十

分
配
慮
し
ま
す
。

※�

電
話
や
匿
名
で
の
申
立
て
は
受
け
付
け

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

問

北
海
道
総
合
政
策
部
知

事
室
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

〒
０
６
０
‐
８
５
８
８

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

☎
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
５
２
３（
直
通
）

FAX
０
１
１
‐
２
４
１
‐
８
１
８
１

k
u

jy
o
u

.k
o
u

e
k
i@

p
re

f.h
o
k
k
a
id

o
.

lg
.jp

【
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
総
務
課
】

☎
０
１
５
２
‐
４
１
‐
０
６
０
１

FAX
０
１
５
２
‐
４
５
‐
０
３
３
６

道ホームページ

協会けんぽ北海道支部からのお知らせ

～令和６年度の保険料率改定のご案内～

　令和６年３月分（４月納付分）から健康保険料率は10.21％

（マイナス0.08％ポイント）、介護保険料率は1.60％（マイナス

0.22％ポイント）となります。ご自身の健康づくりや医療のか

かり方が将来的な北海道の医療費上昇、保険料率の伸びを抑え

ることにもつながりますので、ご協力いただきますようお願い

申し上げます。

～さらにお得になる「生活習慣病予防健診」のご案内～

　協会けんぽでは、35～74歳の被保険者の方を対象に「生活

習慣病予防健診」を実施しており、年度内お一人様１回に限り、

健診費用の一部を補助しています。令和５年４月からは、よ

り多くの方に受診いただくために自己負担額を7,169円から

5,282円に軽減しております。また、定期健康診断の検査項目

に加えて、５大がん検診を含めた充実した健診項目をご用意し

ているほか、令和６年４月からは付加健診（節目の年齢で受け

ることが望ましいより詳細な健診）の対象年齢が大幅に拡大し

ます！協会けんぽのお得で充実した内容の「生活習慣病予防健

診」をぜひご利用ください！
　

問全国健康保険協会（協会けんぽ）北海道支部

☎011‐726‐0352（代表）
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　春は空気が乾燥する上、風の強い日が多くなるため、小さな火元か

ら火災が発生し、被害が大きくなる危険性があります。

　大切な生命と財産を火災から守るため、もしも自宅や近所で火災が

発生した場合には、次のような行動が大切です。

～いのちを守る 10のポイント～
【４つの習慣】

・�寝たばこは絶対にしない。

・�ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。

・�こんろを使うときは火のそばを離れない。

・�コンセント周りを清掃し、不必要なプラグは抜く

【６つの対策】

・�ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。

・�住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。

・�部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。

・�消火器等を設置し、使い方を確認しておく。

・�避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。

・�地域ぐるみの防火対策を行う。
　

問遠軽地区広域組合消防署　☎42‐2050

春の全道火災予防運動

後でより　今が大切　火の始末

４月20日（土）～30日（火）

消
費
生
活
コ
ー
ナ
ー

特
殊
詐
欺
は
あ
な
た
の
近
く
で
起
き
て
ま

す
！

　

昨
年
、
お
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
被
害

が
町
内
で
発
生
し
ま
し
た
。
未
払
い
料
金

が
あ
る
と
い
う
嘘
の
連
絡
を
受
け
、
複
数

回
に
わ
た
っ
て
合
計
１
０
０
万
円
以
上
を

振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
架
空
請
求

詐
欺
で
す
。

　

特
殊
詐
欺
と
い
え
ば
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺

な
ど
被
害
者
は
主
に
高
齢
者
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
で
し
た
が
、
最
近
は
さ
ま
ざ
ま
な
手

口
が
あ
り
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

い
年
代
の
人
が
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
中

に
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
と
い
う
偽
の
警

告
が
出
て
、
表
示
さ
れ
る
電
話
番
号
に
電

話
を
か
け
さ
せ
る
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
の
ほ
か
、

Ｆ
Ｘ
取
引
や
仮
想
通
貨
な
ど
へ
の
投
資
詐

欺
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
が
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で

カ
ー
ド
を
交
換
す
る
と
言
っ
て
偽
物
の
カ

ー
ド
と
す
り
替
え
る
預
貯
金
詐
欺
な
ど
、

だ
ま
す
手
口
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
ま
ず
は
知

ら
な
い
電
話
番
号
に
は
出
な
い
な
ど
常
に

警
戒
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。「
私
は
大
丈

夫
」
と
油
断
し
て
い
る
人
が
一
番
危
な
い

で
す
。

　

ま
た
、
詐
欺
の
手
口
を
知
っ
て
い
れ
ば

違
和
感
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

　働きたいけど何から始めたらいいか分からない。若者サポートステ
ーションは、15～49歳の就職・自立に向けた相談を受け、生活リズム
づくり・コミュニケーション練習などからお手伝いします。
　ご家族からの相談もお待ちしています。
■日時　毎週金曜日　10:00～16:00
■会場　芸術文化交流プラザ
※４月５日10:00～16:00　保健福祉総合センター（げんき21）
※�４月19日13:00～16:00　ハローワーク遠軽
■予約　事前に電話で予約してください。
予約・問オホーツク若者サポートステーション　☎0157‐57‐3136

「遠軽出張サポステ」「遠軽出張サポステ」を開催します

普
段
か
ら
情
報
収
集
を
し
て
被
害
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

　

電
話
で
お
金
に
関
す
る
話
を
さ
れ
た
ら

詐
欺
を
疑
っ
て
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て

誰
か
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
警
察
相
談

専
用
電
話
「
＃
９
１
１
０
」
で
は
、
毎
日
24

時
間
電
話
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

※�

町
で
は
、
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
や
、

契
約
の
際
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
消
費
生

活
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
相
談
内
容
に
よ
り
問
題
解
決
の
助

言
や
情
報
提
供
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

て
あ
っ
せ
ん
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

問
遠
軽
町
消
費
生
活
相
談
窓
口（
商
工
観

光
課
）☎
42
‐
４
８
１
９

※�

相
談
に
つ
い
て
は
各
支
所
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

北
海
道
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

ダ
ム
か
ら
の
放
水
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
は
雪
解
け
・
降
雨
に
よ
り
湧

別
川
の
水
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
川
遊

び
や
釣
り
の
と
き
は
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ダ
ム
か
ら
水
を
流
す
と
き
は
「
ス
ピ
ー

カ
ー
」
と
遠
軽
橋
河
畔
・
え
ん
が
る
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
入
口
の
「
電
光
表
示
盤
」で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
安
全
な
場
所
に
移

動
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
北
海
道
電
力（
株
）旭
川
水
力
セ
ン
タ
ー

遠
軽
土
木
課
☎
42
‐
２
３
８
９
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37 令和６年４月号

有料広告

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組みです。

広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

５
月
７
日（
火
）
～
17
日（
金
）

■
提
出
書
類（
各
１
部
）

・
調
理
師
試
験
受
験
願
書

・
調
理
師
試
験
受
験
者
整
理
カ
ー
ド

・
調
理
師
試
験
入
力
通
知
書

■
受
験
手
数
料

　

６
９
０
０
円
に
相
当
す
る
額
面
の
北
海

道
収
入
証
紙

■
提
出
先　

最
寄
り
の
保
健
所

■
合
格
発
表　

10
月
11
日（
金
）

※�

受
験
案
内
の
配
付
は
、
保
健
所
で
行
い

ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
紋
別
保
健
所
企
画
総
務
課

企
画
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
保
健

環
境
部
紋
別
地
域
保
健
室
企
画
総
務
課

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
３
１
０
８

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
テ
ク
北
見

　

令
和
６
年
度
訓
練
生
募
集
中

手
に
職
を
付
け
、
地
元
で
働
き
ま
せ
ん

か
？

　

北
見
高
等
技
術
専
門
学
院
は
、
新
規
高

卒
者
を
は
じ
め
、
離
職
さ
れ
た
方
な
ど
が
、

１
年
ま
た
は
２
年
間
、
実
技
を
中
心
と
し

た
職
業
訓
練
を
行
う
施
設
で
す
。

　

特
別
な
知
識
は
不
要
。
10
代
、
20
代
は

も
ち
ろ
ん
、
40
代
以
上
の
方
も
学
ん
で
お

り
、
経
験
豊
富
な
指
導
員
が
一
人
ひ
と
り

に
合
わ
せ
て
教
え
ま
す
。
令
和
に
な
っ
て

か
ら
は
、
就
職
率
１
０
０
％
、
７
割
以
上

が
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
企
業
等
に
就
職
し

て
い
ま
す
。
施
設
見
学
を
ご
希
望
に
合
わ

せ
て
対
応
し
ま
す
。

　

訓
練
生
の
応
募
や
施
設
見

学
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

問
北
海
道
立
北
見
高
等
技
術
専
門
学
院

（
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
テ
ク
北
見
）

☎
０
１
５
７
‐
２
４
‐
８
０
２
４

FAX
０
１
５
７
‐
２
３
‐
１
２
３
３

令
和
６
年
度
調
理
師
試
験
の

実
施
に
つ
い
て

　

調
理
師
法
第
３
条
の
２
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
、
令
和
６
年
度
調
理
師
試
験
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
試
験
日
時　

８
月
22
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
試
験
地　

北
見
市（
試
験
会
場
は
受
験

票
に
よ
り
通
知
）

■
試
験
科
目
及
び
試
験
方
法

　

食
文
化
概
論
、
公
衆
衛
生
学
、
栄
養
学
、

食
品
学
、
食
品
衛
生
学
及
び
調
理
理
論
に

つ
い
て
の
筆
記
試
験

■
受
験
資
格

　

学
校
教
育
法
第
57
条
に
規
定
す
る
者
で

あ
っ
て
、
多
数
人
に
対
し
て
飲
食
物
を
調

理
し
て
供
与
す
る
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院

等
の
施
設
ま
た
は
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類

販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
、
複
合
型
そ

う
ざ
い
製
造
業
に
掲
げ
る
営
業
に
お
い
て

令
和
６
年
５
月
17
日
ま
で
に
２
年
以
上
調

理
の
業
務
に
従
事
し
た
者

■
受
験
願
書
受
付
期
間

　演舞を観て感じた『感動』が審査基準のため、

特別な技術や知識は必要ありません。

■日時　６月８日（土）9:30～19:00、９日（日）

9:30～21:00の中で３～４時間

■場所　札幌市中央区大通公園周辺

■活動内容　ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭りに

おける演舞の審査

■定員　180人程度（抽選）

■申込期間　４月１日（月）～26日（金）

■申込方法　ホームページ、ＦＡＸ、郵送で

申し込みください。

※�応募用紙はホームページから入手できます。
　

問ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り実行委員会

☎011‐231‐4351　FAX011‐233‐4351

〒060‐0001　札幌市中央区北1条西2丁目

北海道経済センター４階

ホームページ　

https://www.yosakoi-soran.jp/

ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭りＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り

市民審査員募集市民審査員募集
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ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

■
町
へ（
か
っ
こ
内
目
的
）

・
岩
見
通
北
10
丁
目

　
佐
藤
勉
様

�　

�

亡
き
母
が
生
前
、
町
に
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て

　

20
万
円（
教
育
振
興
資
金
）

・
南
町
３
丁
目

　
中
村
哲
男
様

　

�

亡
き
母
が
生
前
、
町
に
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て

　

10
万
円（
ま
ち
づ
く
り
振
興
資
金
）

■
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

令
和
５
年
度
累
計（
２
月
末
現
在
）

８
６
４
８
件　

１
億
８
５
４
万
２
千
円

広
報
え
ん
が
る
３
月
号
「
令
和
５
年

火
災
発
生
概
況
」
の
出
火
件
数
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
誤
】部
分
焼　

１　

ぼ
や　

６

【
正
】部
分
焼　

２　

ぼ
や　

５

　

問危機対策室

☎42‐4811

　町では、気象警報、緊急地震速報などが発表され

た際にあらかじめ登録された携帯電話等のメールに

配信するサービス「えんがる防災情報メール」を実施

しています。

　右のメールアドレスを入力するか、２次元コード

を読み取り、空メールを送信してください。その後、

登録用のメールが送信されてきますので、内容を確

認の上、登録手順に従って手続を行ってください。

■メールアドレス

bousai.engaru-town@v-vnet.jp

■２次元コード

えんがる防災情報メールをご活用ください

※情報料は無料ですが、登録手

　続及びメール受信の際に通信

　料が掛かります。

「広報えんがる」「広報えんがる」をスマホで閲覧をスマホで閲覧

マチイロマチイロはじめませんか？はじめませんか？

　マチイロとは、無料の専用アプリをスマート

フォンやタブレット端末にダウンロードするこ

とで、いつでも、どこでも手軽に「広報えんが

る」を閲覧できるシステムです。

　最新号を発行日（毎月１日）に自動で端末にお

知らせしたり、まちの話題や役立つ情報が盛り

だくさん！

　ぜひ、アプリをダウンロードしていただき、

皆さんのスマートフォンで持ち歩いて、いつで

も、どこでも「広報えんがる」をご覧ください。

　詳しくは、町ホームページをご確認ください。
　

問企画課☎42‐4818

町ホームページ　

https://engaru.jp
令和６年４月号
広報えんがる

←ダウンロードは
　こちらから

マチイロ
２次元コード

　町では、ご家庭で不要となったパ

ソコンの宅配便による無料回収を

行っています。

　パソコンと一緒に周辺機器や小型

家電も一緒に回収可能です。詳しく

は、町と協定を締結しているリネッ

トジャパンリサイクル株式会社のホ

ームページをご覧ください。
　

問住民生活課☎42‐ 4812

宅配便によるパソコン無料回収宅配便によるパソコン無料回収

紋別空港利用助成には

　　　　　　 が必要です事前予約

　紋別空港の利用促進を図るため紋

別空港を利用される町民の皆様に片

道５千円、往復１万円の助成を実施

していますが、助成を受けるために

は事前予約が必要となります。事前

予約をしないと助成が受けられませんので、利用

される方は次のとおり予約されるようお願いしま

す。

　なお、助成金額は１年度１人につき２万円まで

とさせていただきます。

■予約方法

　電話、電子メールまたは申込みフォームから申

し込みください。

※�月ごとの予算額に達し次第、助成を打ち切らせ

ていただきます。

■予約時にお伝えいただく事項

利用者の①氏名②住所③電話番号④

利用日
申込・問企画課☎42‐4818

 kikaku@engaru.jp 申込みフォーム



39 令和６年４月号

学学ぼう！ぼう！国国民年金民年金

国民年金のお問い合わせは　北見年金事務所☎0157‐25‐8703　住民生活課☎42‐4812
または各支所　生田原支所☎45‐2011　丸瀬布支所☎47‐2211　白滝支所☎48‐2211

年金事務相談を　　　　

　　ご利用ください　

　北見年金事務所では、２か月に１回年金事務相談を開催

し、年金相談や手続を行っています。

　予約制で行いますので、利用される方は相談日の１か月前

から１週間前までにご予約ください。

　日時や場所は、次のとおりです。

　皆さん、どうぞご利用ください。

■日時　５月16日（木）10:00～16:00

※次回の相談日は７月４日（木）です。

■場所　保健福祉総合センター（げんき21）

■予約・問い合わせ

　北見年金事務所お客様相談室

　☎0157‐25‐8703

※音声ガイダンスに従って「お客様相談室」につないでくださ

い。

気になる

ことは…

国
民
年
金
の
加
入
方
法

（
電
子
申
請
も
で
き
ま
す
）

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
方
が
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。

　

加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
３

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
加
入
手
続
が
異
な
り
ま
す
。

■
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、

無
職
の
方
な
ど
で
す
。

　

加
入
手
続
は
、
ご
自
分
で
住
所
地
の

市
区
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担

当
窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
第
１
号
被
保
険
者
の
加
入
手

続
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
電

子
申
請
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
電
子

申
請
を
す
る
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
受
け

取
っ
た
際
に
設
定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

■
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金

保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
で
す
。

　

加
入
手
続
は
勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

■
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
の
方
で
す
。

　

加
入
手
続
は
、
第
２
号
被
保
険
者
の

勤
務
先
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

　

手
続
の
際
に
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

や
年
金
手
帳
な
ど
、
基
礎
年
金
番
号
の

わ
か
る
も
の
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書

が
発
送
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
に
は
、

令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
書
が
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
お
手
元
に
届
い
た

納
付
書
に
よ
り
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含

む
各
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
で
、
指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
付
期
限
ま
で
に
保
険
料
を

納
め
な
い
と
、
障
害
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
納
付
期
間
が

不
足
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

４
月
下
旬
に
な
っ
て
も
納
付
書
が
届

か
な
い
と
き
は
、
北
見
年
金
事
務
所
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
月
額
１
万
６
９
８
０
円
で
す
。

　

問
北
見
年
金
事
務
所

☎
０
１
５
７-

２
５-

８
７
０
３

国
民
年
金
保
険
料
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
よ
る
電

子
決
済
が
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
電
子

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）決
済
が
で
き
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
決
済
は
、
対
応
す
る
決
済
ア

プ
リ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
端
末

に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
う
え
、
端
末
の

カ
メ
ラ
機
能
を
使
用
し
、
納
付
書
に
印

字
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ

と
で
、
そ
の
場
で
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■
対
象
決
済
ア
プ
リ

・
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ

・
ｄ
払
い

・
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ

・
楽
天
ペ
イ

・�

Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
と
提
携
し
て

い
る
各
金
融
機
関
が
提
供
す
る
決
済

ア
プ
リ
を
含
む
。）

　

納
付
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp

s://w
w
w
.n
e
n
k
in
.g
o
.jp

)

を

ご

覧
く
だ
さ
い
。
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た
だ
、
そ
れ
か
ら
遠
軽
に
来
る
ま

で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
関
わ
る
こ
と

も
、
考
え
る
こ
と
も
ほ
ぼ
な
く
過
ご
し

て
い
ま
し
た
が
、
遠
軽
に
は
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
種
子
を
育
て
た
展
示
林
が
あ
り
、

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
に
な
る
と
い
う
話
を
聞
い
て

び
っ
く
り
。
私
は
懐
か
し
さ
と
と
も
に

縁
を
感
じ
、
こ
の
素
敵
な
つ
な
が
り
を

通
じ
て
遠
軽
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
交
流

を
深
め
た
い
と
、
町
で
主
催
し
て
い
る

エ
ン
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
デ
ー
に
毎
年
関
わ

ら
せ
て
も
ら
い
今
年
で
４
回
目
。
毎
年

３
月
と
い
え
ば
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
遠
軽
に
根

付
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、
今
後

は
イ
ベ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、
相
互
交
流

が
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
ご
来
場
い
た

だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
★

　

遠
軽
町
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

唐
突
で
す
が
３
月
に
は
ど
ん
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
か
？

　

私
は
20
歳
の
と
き
、
大
学
の
春
休
み

を
利
用
し
て
語
学
学
校
に
通
う
た
め
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
に
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を

選
ん
だ
理
由
は
、
た
だ
日
本
人
の
少
な

い
場
所
に
身
を
置
く
た
め
で
し
た
。
当

時
、
日
本
で
入
手
で
き
る
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
観
光
情
報
は
少
な
く
、
イ
メ
ー
ジ

も
な
い
ま
ま
入
国
。
ジ
ェ
ム
ソ
ン
蒸
留

所
で
初
め
て
ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
み
、
ギ

ネ
ス
ス
ト
ア
ハ
ウ
ス
で
初
め
て
ギ
ネ
ス

ビ
ー
ル
を
飲
み
、
成
人
し
た
ば
か
り
の

私
は
ど
ち
ら
も
美
味
し
く
飲
む
こ
と
が

で
き
ず
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
お
酒
文
化

の
洗
礼
を
受
け
た
の
で
し
た
。
た
っ
た

１
か
月
の
滞
在
で
し
た
が
、
学
校
ま
で

ロ
ー
カ
ル
バ
ス
で
通
い
、
週
末
は
現
地

で
で
き
た
友
人
と
パ
ブ
に
行
き
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
文
化
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ダ
ブ
リ
ン

は
ま
ち
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
街
並
み
が
美

し
く
、
寒
く
て
も
外
を
歩
き
た
く
な
る

場
所
で
、
私
が
滞
在
し
た
３
月
は
、
街

中
が
グ
リ
ー
ン
に
！
そ
の
と
き
に
初
め

て
セ
ン
ト
パ
ト
リ
ッ
ク
ス
デ
ー
の
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

　地域おこし協力隊とし

て活動する隊員の活動記

録をご紹介します。

地域おこし協力隊

商
工
観
光
課

長は

せ

が

わ

谷
川
縁

ゆ
か
り

　
隊
員

　

Ⓡ

のじゃがいも料理

じゃがいもは食べる直前に揚げると良いです。

フライドポテトの肉みそのせ
材料（４人分）

作り方（調理時間30分）

白滝じゃが生産部会加工班
　

問事務局:えんゆう農協白滝支所☎48‐2311

「じゃがリンピック」は
遠軽町白滝で開催されている
じゃがいも料理コンテストです

１１

３３

２２ 鍋に＜材料A＞を入れて良く混ぜてから火にかけ、肉の
色が変わってきたら＜材料B＞を加え、かき混ぜながら
とろみがつくまで煮詰める。

低温の揚げ油に①を入れ、時々はしでかき混ぜて火を通
し、温度を徐々に上げて、最後に高温でからりと揚げる。

４４ ③に②をのせる。

じゃがいもは皮をむき、1㎝の輪切りにして水にさらし、
キッチンペーパーで水分を拭き取る。しめじは食べやす
い大きさに分けておく。

じゃがいも　　中４個
揚げ油　　　　　適量

＜材料A＞
鶏ひき肉　　 　 200g
水　　　　    　200㏄

＜材料B＞
しめじ　　　　　　80g
砂糖　　　　　大さじ４
みそ　　　　　大さじ３
みりん　　　　大さじ２
しょうゆ　　　小さじ２
しょうが汁　　大さじ１

▶�

エ
ン
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
デ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
？

リ
ー
モ
く
ん
あ
り
が
と
う
！
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【問い合わせ】白滝ジオパーク交流センター／埋蔵文化財センター 【問い合わせ】白滝ジオパーク交流センター／埋蔵文化財センター 

☎48‐48‐22
ジジ

00
オオ

22
ジジ

00
オオ

　FAX 48‐2374　FAX 48‐2374　　電子メール　geo@engaru.jp電子メール　geo@engaru.jp
ホームページ　ホームページ　http://geopark.engaru.jp/

た
体
験
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
休
日
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
の
開
催
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ブ
ー
ス
で
は
石

器
の
展
示
と
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
体
験

を
実
施
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
Ｐ
Ｒ
タ
イ

ム
で
は
、
黒
曜
石
が
で
き
る
仕
組
み
や
、

性
質
な
ど
を
ク
イ
ズ
形
式
で
解
説
し
た

ほ
か
、
石
器
の
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ

た
経
緯
や
、
な
ぜ
、
白
滝
遺
跡
群
出
土

品
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
の
か
と
い
う

話
に
、
多
く
の
方
が
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　　

3
月
9
日
、
10
日
の
２
日
間
、
札
幌

市
西
区
に
あ
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル
札
幌
発

寒
店
で
「
み
ん
な
お
い
で
よ
！
北
海
道

ジ
オ
パ
ー
ク
展
２
０
２
４
」
が
開
催
さ

れ
、
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
も
出
展
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
ジ
オ

パ
ー
ク
の
魅
力
に
触
れ
、
興
味
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
で
、
洞
爺
湖
有
珠
山
、
十
勝

岳
、
ア
ポ
イ
岳
、
三
笠
、
そ
し
て
白
滝

を
加
え
た
5
つ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
活
か
し

　日本ジオパークネットワーク（ＪＧＮ）の機関紙「ＧＥＯＰＡＲＫ ｍａｇａｚｉ

ｎｅ Ｖｏｌ．11」が発刊されました。

　これは、毎号各地域のジオパークの見どころやさまざまなアクティビティ、グ

ルメなどを紹介している雑誌で、今回は特集記事「地球と古代の記憶をたどる黒

曜石の旅」と題して、おおいた姫島ジオパークと白滝ジオパークが掲載されてい

ます。赤石山を巡るジオツアーの様子やジオパーク交流センター、国宝北海道白

滝遺跡群出土品も紹介され、ほかにも全国各地のジオパークの見どころ満載の一

冊となっています。興味のある方はぜひご一読ください。

■価格

　550円（税込）

■発行

　特定非営利活動法人

　日本ジオパークネットワーク

■販売場所

　白滝ジオパーク交流センター

※�バックナンバーも販売してい

ます。お気軽にお問合わせく

ださい。

「みんなおいでよ！北海道ジオパーク展2024」に「みんなおいでよ！北海道ジオパーク展2024」に

出展しました！出展しました！

全国のジオパークの魅力をこの一冊に！全国のジオパークの魅力をこの一冊に！

「「ＧＥＯＰＡＲＫ ｍａｇａｚｉｎｅ Ｖｏｌ．11ＧＥＯＰＡＲＫ ｍａｇａｚｉｎｅ Ｖｏｌ．11」のご紹介」のご紹介
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●休日当番医

月　　日 内　　科 外　　科

４月７日（日）
みずしま内科クリニック

☎42 ‐ 3214
曽我病院

☎01586‐2‐2001

４月14日（日）
瀧本皮膚科クリニック

☎42 ‐ 8048
遠軽厚生病院

☎42 ‐ 4101

４月21日（日）
コスモスクリニック

☎42 ‐ 2700
遠軽共立医院

☎42 ‐ 5215

４月28日（日）
遠軽厚生病院

☎42 ‐ 4101
遠軽厚生病院

☎42 ‐ 4101

４月29日（月）
遠軽厚生病院

☎42 ‐ 4101
遠軽厚生病院

☎42 ‐ 4101

10日（水）　１歳６か月児健診（13:00～・げんき21）

　　　　　４か月児健診（13:20～・げんき21）

16日（火）　春の検診（6:00～・白滝国際交流センター）

　　　　　フッ素塗布（13:00～・げんき21）

17日（水）　春の検診（6:00～・丸瀬布中央公民館）

　　　　　フッ素塗布（13:00～・げんき21）

18日（木）　春の検診（6:00～・かぜる西）

19日（金）　春の検診（6:00～・げんき21）

20日（土）　春の検診（6:00～・げんき21）

21日（日）　春の検診（6:00～・げんき21）

23日（火）　春の検診（7:00～・かぜる安国）

24日（水）　３歳児健診（13:00～・げんき21）

　　　　　１歳児健診（13:20～・げんき21）

●４月　健診 ・検診 ・予防接種

１日（月）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

３日（水）　赤ちゃんひろば（10:00～・げんき21）

５日（金）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

８日（月）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

10日（水）　赤ちゃんひろば（10:00～・げんき21）

12日（金）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

15日（月）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

17日（水）　赤ちゃんひろば（10:00～・げんき21）

22日（月）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

25日（木）　すこやか親子相談・妊産婦相談

　　　　　（10:00～・げんき21）

26日（金）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

●４月　健康相談 ・育児学級

10日（水）　桜教室（10:00～・げんき21）

　　　　　藤教室（14:00～・げんき21）

24日（水）　桜教室（10:00～・げんき21）

　　　　　藤教室（14:00～・げんき21）

●４月　健康運動教室等

●移動図書館車　やまなみ号

【Ａコース】

日　程 時　間 場　所

４月23日（火） 12:40～13:00 東小学校

４月10日（水）
４月24日（水）

10:05～10:25 安国小学校

12:35～13:00 生田原小学校

４月11日（木）
４月25日（木）

12:45～13:05 丸瀬布小学校

15:15～15:30 遠軽新聞社横

15:35～15:50 にし児童館

４月12日（金）

12:55～13:35 望の岡分校

15:05～15:20 寿町自衛隊官舎

15:25～15:40 みなみ児童館

【Ｂコース】

日　程 時　間 場　所

４月２日（火）
４月16日（火）
４月30日（火）

10:10～10:25 遠軽小学校（２日休止）

12:35～12:50 南小学校（２日休止）

15:25～15:40 ひがし児童館

４月３日（水）
４月17日（水）

11:00～11:20 ほのぼの

12:30～12:50 白滝支所前

13:00～13:20 白滝小学校（3日休止）

遠軽町図書館
１日（月）・８日（月）・15日（月）
22日（月）・26日（金）

丸瀬布郷土資料館 26日（金）まで冬季休館

丸瀬布図書室
７日（日）・14日（日）・21日（日）

28日（日）・29日(月)

丸瀬布昆虫生態館
２日（火）・９日（火）・16日（火）

23日（火）

埋蔵文化財センター
白滝ジオパーク交流センター
白滝図書室

令和６年４月まで
土日・休日休館

４月４月
体育施設体育施設

文化施設文化施設

休館日休館日

総合体育館、えんがる温水プ
ール、東体育館、豊里体育
館、高齢者スポーツセンタ
ー、遠軽町武道館、遠軽コミ
セン、社名淵体育館、瀬戸瀬
コミセン

１日（月）・８日（月）・15日（月）

22日（月）

遠軽町郷土館
生田原スポーツセンター
生田原図書館

１日（月）・８日（月）・15日（月）

22日（月）・29日(月)・30日（火）

キッズメトロ
１日（月）・８日（月）・15日（月）

22日（月）・30日（火）
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  月４
みんなのカレンダーみんなのカレンダー

 運転免許 運転免許

 更新時講習 更新時講習

問合せ先：遠軽地区交通安全協会 ☎42‐0110 内線415
会　　場：遠軽自動車学校３階第２教室「交通安全教育センター」

６日（土） 一般　13:30～ 初回　14:40～

９日（火） 優良　13:30～ 違反　14:10～

20日（土） 優良　13:30～ 一般　14:10～

27日（土） 優良　13:30～ 違反　14:10～

●文化 ・ スポーツ ・ イベント

1日
（月）

2日
（火）

3日
（水）

４日
（木）

5日
（金）

6日
（土）

童話の時間（11:00～ ・ 遠軽町図書館）
ＮＨＫのどじまん予選会（12:00～ ・ メトロプラザ）

7日
（日）

ＮＨＫのどじまん（11:50～ ・ メトロプラザ）【入場整理券が必要】

8日
（月）

9日
（火）

ことぶき大学 入学式 ・ 始業式（10:00～ ・ 丸瀬布中央公民館）
童話の時間りとる（11:00～ ・ 遠軽町図書館）

10日
（水）

瞰望大学 自治会 ・ 校友会総会（10:00～ ・ メトロプラザ）

11日
（木）

しらかば大学 入学式 ・ 始業式（10:00～ ・ かぜる安国）
シェイプアップ教室（13:30～ ・ 総合体育館）

12日
（金）

13日
（土）

童話の時間（11:00～ ・ 遠軽町図書館）

14日
（日）

15日
（月）

16日
（火）

17日
（水）

第１期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00～、 15:00～ ・ えんがる温水プール）

18日
（木）

シェイプアップ教室（13:30～ ・ 総合体育館）
英会話教室（前期）（19:00～ ・ 遠軽町教育委員会庁舎）

19日
（金）

瞰望大学 入学式 ・ 始業式（10:00～ ・ メトロプラザ)
第１期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00～、 15:00～ ・ えんがる温水プール）

20日
（土）

読み聞かせ会「どろんこ」（10:00～ ・ かぜる安国）
絵本の読み聞かせ（10:30～ ・ 生田原図書館）
童話の時間（11:00～ ・ 遠軽町図書館）
パパ、 ママ、 としょかんにつれてって！（遠軽町図書館）【5月12日まで※休館日を除く】

21日
（日）

22日
（月）

23日
（火）

童話の時間りとる（11:00～ ・ 遠軽町図書館）

24日
（水）

第１期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00～、 15:00～ ・ えんがる温水プール）
オリバーの英会話教室（19:00～ ・ 丸瀬布中央公民館）

25日
（木）

シェイプアップ教室（13:30～ ・ 総合体育館）

26日
（金）

第１期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00～、 15:00～ ・ えんがる温水プール）

27日
（土）

キッズ ・ チャレンジクラブ（9:30～ ・ キララン清里）
絵本の読み聞かせ（10:30～ ・ 丸瀬布図書室）
童話の時間（11:00～ ・ 遠軽町図書館）
高体連サッカー順位決定戦（えんがる球技場）

28日
（日）

高校ラグビー７人制大会（えんがる球技場）【29日まで】

2９日
（月）

高体連サッカー（えんがる球技場）

30日
（火）
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今
月
の
表
紙
は
、
２
月
25
日
に

行
わ
れ
た
第
38
回
湧
別
原
野
オ
ホ

ー
ツ
ク
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
大
会
の
一
こ
ま
で
す
。

　

今
年
は
、
例
年
に
な
い
雪
不
足

に
よ
り
、
遠
軽
東
球
場
な
ど
を
ス

タ
ー
ト
と
す
る
3
コ
ー
ス
と
同
コ

ー
ス
を
５
人
の
合
計
タ
イ
ム
で
競

う
ス
キ
ー
駅
伝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
沿

道
の
声
援
を
受
け
て
６
４
２
人
の

参
加
者
た
ち
が
白
銀
の
世
界
を
舞

台
に
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

を
楽
し
む
中
、
湧
別
コ
ー
ス
で
2

連
覇
を
果
た
し
た
長
野
県
の
木
村

大
志
さ
ん
は
「
天
気
も
良
く
て
気

持
ち
良
く
滑
れ
ま
し
た
。
今
年
3

回
目
の
出
場
で
す
が
、
今
回
37
人

で
参
加
し
ま
し
た
。
来
年
は
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
仲
間
た
ち
を
連
れ

て
参
加
し
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

問  遠軽町図書館遠軽町図書館☎☎ 42‐363242‐3632

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

４
月
４
月
2020
日日((

土土))

～
５
月

～
５
月
1212
日日((

日日))

パ
パ
、
マ
マ
、
と
し
ょ
か
ん

パ
パ
、
マ
マ
、
と
し
ょ
か
ん

に
つ
れ
て
っ
て
！

に
つ
れ
て
っ
て
！

　

遠
軽
町
図
書
館
で
は
、
こ
ど
も
の

読
書
週
間
に
合
わ
せ
て
、
大
型
絵
本

の
展
示
と
、
ひ
み
つ
の
絵
本
バ
ッ
グ

の
貸
出
し
を
行
い
ま
す
。

　

ひ
み
つ
の
絵
本
バ
ッ
グ
は
、「
く
る

ま
」
や
「
む
し
」
な
ど
テ
ー
マ
別
に
え

り
す
ぐ
り
の
絵
本
２
冊
を
、
中
身
が

見
え
な
い
よ
う
に
し
て
貸
し
出
す
も

の
で
す
。
パ
パ
マ
マ
向
け
の
バ
ッ
グ

も
用
意
し
ま
す
。

　

ど
ん
な
本
が
入
っ
て
い
る
か
、
開

け
て
か
ら
の
お
楽
し
み
バ
ッ
グ
で
す
。

　

ご
家
族
皆
さ
ん
で
遠
軽
町
図
書
館

に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※※祝日祝日以外の月曜日以外の月曜日
は 通 常 ど お り 休 館は 通 常 ど お り 休 館

遠軽町図書館遠軽町図書館
（大通南４丁目）（大通南４丁目）

祝日開館祝日開館

４４月月2929日（日（月月））

月末休館月末休館

４４月月2626日（金）日（金）

図
書
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

今
月
の
表
紙

広報えんがるで取り上げてほしい
特集があったら企画課まで連絡してね！

　

正しき地図の裏側より【逢
あいざき

崎遊
ゆう

】ゼロ打ち【相場英雄】方

舟を燃やす【角田光代】兎は薄氷に駆ける【貴志祐介】守

護者の傷【堂場瞬一】刑事王子【似
にたどり

鳥鶏
けい

】コレクターズ・

ハイ【村
むらくも

雲菜
な つ き

月】現代「神道」講座【藤
ふじもと

本頼
よ り お

生】友だちがし

んどいがなくなる本【石
い し だ

田光
みつのり

規】女の一生は女性ホルモ

ンに支配されている【天野恵子】休養学【片野秀樹】子

どもの病気・救急ぜったい「これ知ってて！」【野村さ

ちい】農家が教える庭先果樹のコツと裏ワザ【農文協】

もっと知りたい日本の書【田
た な か

中亮
あきら

】

４月「童話の時間」４月「童話の時間」～遠軽町図書館～～遠軽町図書館～

■童話の時間
　絵本の読み聞かせ、紙芝居の後に映画を上映します。
　時間は土曜日の午前11時から30分程度で、場所は遠
軽町図書館の視聴覚室です。
６日　『鏡のむこう』
13日　『おはよう！コケッコーさん
　　　　～ふーらふらのくーらくら』
20日　『うちのウッチョパス
　　　～ごちそう作るっちょパス！』
27日　『サラとダックン
　　　　～おたんじょうびクルーズ』
■童話の時間りとる
　乳幼児向けに絵本の読み聞かせを
行います。（各日午前11時から）
４月９日（火）・23日（火）

４月「絵本の読み聞かせ」４月「絵本の読み聞かせ」
■生田原図書館
　４月20日（土）　午前10時30分から
■丸瀬布図書室
　４月27日（土）　午前10時30分から

新刊紹介新刊紹介

『君を守ろうとする猫の話』

【夏川　草介】

　幸崎ナナミは中学２年生。喘息

の持病があるため、学校が終わる

とひとりで図書館に足を運ぶ生活

を送っている。その図書館で、最

近本がなくなっているらしい。館

内の探索を始めたナナミは、翡
ひ す い

翠

色の目をした猫と出会い…。

鏡のむこう鏡のむこう

おたんじょうびクルーズおたんじょうびクルーズ


